
鹿 児 島大学 医学部保健 学科

業 績 目 録

(2011年1月 ～12月)



業 績 目 録

〔看 護 学 専 攻 〕

〔総 合 基 礎 看 護 学 講 座 〕

A.著 書

1.吉 田愛 知(分 担 執 筆)べー シ ック ナ ー シ ン グ 改 定 版,専 門基 礎 分 野 病 理 学 腫 瘍21-23,高 久 史 麿 監 修,メ デ ィ カル レ

ビュ ー社,東 京,2011.

B.論 文

1.下 仮 屋 道 子,八 代 利 香:退 院後10年 が 経 過 した 脊 髄 損 傷 者 の在 宅 生 活 で の 困 りご と.日 本 職 業 ・災 害 医 学 会 会 誌,59(3)1

137-142,2011.5.

2.松 成 裕 子,橋 口香 菜 美,吉 田 浩 二,金 丸 由美 子,新 川 哲 子,浦 田秀 子:放 射 線 治療 に お け る有 害反 応 に対 す る看 護 ケ ア の研

究 の 現状 と課 題 。 保 健 学 研 究,24(1):37-42,2012.3.

C.学 会 発 表

 1.  So Woo Lee, Noriko Kuwano, Jill Howie Esquivel, Young Whee Lee, Rika Yatsushiro, Natsumi Tanimura, Reiko Sakurai: Perception 

of the Nurse Practitioner Role among Japanese, Korean and American Nurses. 14th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS) 

   211, Seoul, 2011.2.11. 

2. So Woo Lee, Reiko Sakurai, Rika Yatsushiro, Jeong Yee Bae, Yoshie Shuto, Won Hui Lee: A Survey Study of Job Satisfaction and 

Stree Reaction of the Nurses in Japan and Korea. 14`1 East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS) 211, Seoul, 2011.2.12. 

3 . So Woo Lee, Rie Takanami, Rika Yatsushiro, Kyung Nam Kim, Chika Kaku, Won Hui Lee: A Survey Study of Job Satisfaction accord-

   ing to Personality Trait of the Nurses in Japan and Korea. 14th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS) 211, Seoul, 2011.2.12.

4.豊 倉恵理子,樋 脇卓也,平 峯靖也,庄 幸彦,今 村也寸志,馬 場芳郎,田 原憲二,窪 薗修,浦 田正和,佐 々木健,小 倉芳人,

前之原茂穂,吉 田愛知:診 断に苦慮 したFNH like hypelplastic lesionの 一例.鹿 児島肝癌研究会,鹿 児島.2011.6.11.

5.浦 田正和,小 倉芳人,佐 々木健,横 枕直哉,西 嶋浩雄,前 之原茂穂,吉 田愛知:診 断に難渋 した肝腫瘍の2例.鹿 児島肝癌

研究会,鹿 児島。2011.6.11.

6.白 川真紀,八 代利香,吉 田愛知1離 島のへき地診療所で働 く看護師の緊急処置時のジレンマ,日 本看護倫理学会第4回 年次

大会,盛 岡市,2011.8.28.

7.田 中久美子,鈴 木真由美,堂 園奈緒,鶴 田麻里子,友 栗英子,中 俣直美:摂 食 ・嚥下障害に関する病棟看護師の認識-摂

食 ・嚥下に関する勉強会を通 して-,日 本看護学会成人看護I・II,大 阪市,2011.9.18.

8.戸 田肇,中 山洋子,小 松万喜子,石 井邦子,石 原昌,大 平光子,大 見サキエ,黒 田るみ,土 居洋子,東 サ トエ,工 藤真由美,

田村正枝,永 山くに子,松 成裕子,丸 山育子:看 護実践能力の発達過程 と評価方法に関する研究 その4:2年 目看護師の

看護実践能力の特徴 とその発達,日 本看護科学学会第31回 年次大会,高 知市,2011.12.2.

9.工 藤真由美,中 山洋子,小 松万喜子,大 見サキエ,大 平光子,東 サ トエ,石 井邦子,土 居洋子,永 山くに子,戸 田肇,石 原

昌,田 村正枝,松 成裕子:看 護実践能力の発達過程 と評価方法に関する研究 臨床経験1年 目から3年 目大卒看護師への縦

断的研究.日 本看護科学学会第31回 年次大会,高 知市,2011.12.2.

D.そ の他

1)論 文 ・報告書

1.八 代利香:出 会いと別れ.鹿 児島市医報,50(1):71-72,2011.1.

2.吉 田愛知,田 沼順一:ハ ブ粗毒によるラット骨格筋壊死に対する緬羊免疫抗血清の筋壊死抑制効果について(抗 血清の混合

量を変化 させた場合の筋壊死抑制効果).平 成22年 度奄美ハブ毒免疫機序研究報告書(奄 美群島振興開発事業),鹿 児島県60

-65
,2011.3.

2)講 演

1.中 俣 直美:吸 引の実際,鹿 児島県理学療法士協会 ・鹿児島県作業療法士会 ・鹿児島県言語聴覚士会合同研修会,鹿 児島県理

学療法士協会 ・鹿児島県作業療法士会 ・鹿児島県言語聴覚士会,鹿 児島市,2011.1.9.
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2.中 俣 直美,濱 田恭 子:看 護 研 究 の進 め方 ・ま とめ 方(グ ル ー プ指 導)全12回,鹿 児 島 市 医 師会 病 院看 護 部 研 修,鹿 児 島 市,

2011.1.14～12.26.

3.中 俣 直美:鹿 児 島 県 臨床 指 導 者 研 修 会 講 義 「実 習指 導 の原 理I,II」,鹿 児 島 県看 護 協会,1月18,20,21,24日(全15時 間)

4.中 俣 直 美:「 口腔 内 ・気 管 内 吸 引 」 講 義 ・演 習,家 族 以 外 の介 護 者 の 吸 引 講 習 会,日 本ALS協 会 鹿 児 島 県 支 部 主 催,鹿 児

島 市,2011.1.30,2.20,8.07,10.2,11.20,12.11(全6回)

5.中 俣 直 美:「ALSの 療 養 支 援 につ い て 」 講 演,口 腔 内 ・気 管 内吸 引 の 講 義 ・演 習,家 族 以 外 の 介 護i者 の 吸 引講 習 会,日 本

ALS協 会鹿 児 島 県支 部 主催,指 宿 市,2011.2.20.

6.八 代 利 香:看 護 の し ご と- Think globally act locally を め ざ して.鹿 児 島 高 等 看 護 学 院,卒 業 記 念 講 演,2011.3.1.

7.中 俣 直美:講 義 「医 学 の 基礎 知識 」,平 成23年 度 福 祉 用 具 専 門相 談員 養 成 研 修,社 会 福 祉 法 人鹿 児 島 県社 会 福 祉 協議 会 主催,

鹿 児 島 市,2011.6.4.

8.中 俣 直 美:講 義 「看 護 職 員 と介 護 職 員 の 連 携 に よ る 医療 的 ケ ア の 在 り方 につ い て 」,特 別 養 護 老 人 ホ ー ム や しの実 研 修 会,

薩摩 川 内 市,2011.6.6,2011.6.13,(全2回)

9.中 俣 直美:看 護 研 究 の基 礎,鹿 児 島市 医 師会 病 院看 護 部 研 修,鹿 児 島 市,2011.6.14,2011.7.12(全2回)

10.中 俣 直美,吉 本 な を:「 口腔 内 ・気 管 内 吸 引 」 演 習,家 族 以 外 の 介 護 者 の 吸 引 講 習 会,日 本ALS協 会 鹿 児 島 県支 部 主催,鹿

児 島 市,2011.7.3.

11.中 俣 直 美:ALS療 養 支 援 講 演,口 腔 内 ・気 管 内 吸 引 の講 義 ・演 習,家 族 以 外 の 介 護 者 の 吸 引講 習 会,日 本ALS協 会 鹿 児 島

県支 部 主催,指 宿 市,2011.7.3.

12.中 俣 直 美:講 義 「臨 地 実 習 の意 義 とそ の 実 践 」,平 成23年 度 臨 床 指 導 者 研 修,鹿 児 島 大 学 医 学 部 歯 学 部 附 属 病 院看 護 部,

2011.7.21.

13.八 代 利 香:研 究計 画 書 の 書 き方 と研 究 に お け る倫 理.看 護 研 究 の 基礎 及 び デ ー タ解 析 入 門,平 成22年 度 鹿 児 島 大 学 医 学部 保

健 学 科 公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.7.24.

14.松 成 裕 子:調 査 研 究 の方 法.看 護 研 究 の 基礎 及 び デ ー タ解 析 入 門,平 成22年 度 鹿 児 島 大 学 医学 部 保 健 学科 公 開 講座,鹿 児 島

市,2011.7.24.

15. Rika Yatsushiro: A Transition of Health Care System and Nursing Education in Japan. Department of Nursing, College of Medicine, 

   Chung-Ang University, Seoul, Korea, 2011.9.1. (In English)

16.中 俣 直 美:ALS療 養 支 援 講 演,口 腔 内 ・気 管 内 吸 引 の講 義 ・演 習,家 族 以 外 の 介 護 者 の 吸 引 講 習 会,日 本ALS協 会 鹿 児 島

県支 部 主催,奄 美 市,2011.9.3,9.4.

17.中 俣 直美:ALS療 養 者 の 現 況,公 開 講座 「在 宅ALS(筋 萎 縮性 側 索硬 化 症)療 養 者 の 支 援 」鹿 児 島 市,2011.9.10.

18.中 俣 直美,持 留里 奈,吉 本 な を,田 中妙 子,内 山美 香,田 中 久美 子,出 口明美,西 本 大策,才 田 隆 一,坂 元 み ゆ き:在 宅 人

工 呼 吸 器 装 着 患 者 の ケ ア に必 要 な看 護 技 術,公 開 講 座 「在 宅ALS(筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症)療 養 者 の 支 援 」,鹿 児 島 市,

2011.9.10.

19. Rika Yatsushiro: Transition of Health Care System and Nursing Education in Japan. JICA地 域 別 研 修 コー ス 「ア ジ ア ・大 洋 州 島

嶼地域 問題 解 決 型 の保 健 専 門職 人 材 育成 」 講 義,鹿 児 島 市,2011.10.12.(In English)

20.八 代利香:国 際看護学 「看護の しごと- Think globally act locally をめざして」.出 前授業,熊 本県立八代南高等学校,八 代

市,2011.11.10.

21.八 代 利 香:看 護 論II.鹿 児 島 県看 護 協 会 平成23年 度 実習 指 導者 講 習 会,鹿 児 島 市,2011.12.8,22.

(そ の他)

1.八 代 利 香:平 成23年 度 日本 学 術 振 興 会 外 国 人招聘 研 究 者 事 業 平 成23年10.月1日 ～10月31日招聘 研 究者 Anne J. Davis米

国 カ リフ ォル ニ ア 大 学 サ ン フ ラ ン シ ス コ校 名 誉教 授
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〔臨床看護学講座 〕

A.著 書

1.新 地洋之,又 木雄弘*,蔵 原 弘*,前 村公成*,平 木嘉幸*,夏 越祥次*,高 尾尊身*(*鹿 児 島大学大学院医歯学総合研究科)

TS-1併 用化学放射線療法による局所進行切除不能膵がんの生存率改善の可能性.が ん看護シリーズ②.が ん種別治療 ・

ケアUptoDate,昭 林社,東 京,106-109,2011.4.

 2 . Takao S*,   Shinchi H (*鹿児 島大学大学院医歯学総合研究科)  Pancreaticogastrostomy: a pancreas-transfixing method with duct-to-

mucosa anastomosis (with video) . J Hepatobiliary Pancreat Sci. 2011 Nov 26. [Epub ahead of print]

3.木 佐 貫 彰,鄭 忠 和:悪 性 腫 瘍 に合 併 す る弁 病 変.新 ・心臓 病 プ ラ クテ ィ ス 大 動 脈 弁 ・僧 帽 弁 疾 患 を 心 エ コー 図 で診 る ・

活 かす　 文光 堂　 2011;4:262-264.

B.論 文

 1 . Mizukami N, Kisanuki A, Hamasaki S, Takasaki K, Yuasa T, Kuwahara E, Ueya N, Horizoe Y, Chaen H, Maruyama I, Imoto Y, Tei 

   C.: Different Flow Patterns Between Left and Right Internal Thoracic Artery Grafts Influence the Evaluation of Severe Graft Stenosis 

   by Transthoracic Doppler Echocardiography. J Am Soc Echocardiogr 2011; 24: 768-774. 

2 . Kono M, Kisanuki A, Ueya N, Kubota K, Kuwahara E, Takasaki K, Yuasa T, Mizukami N, Miyata M, Tei C.: Left ventricular global 

   systolic dysfunction has a significant role in the development of diastolic heart failure in patients with systemic hypertension. Hypertens 

   Res 2010; 33: 1167-1173.

3.蔵 原 弘*,上 野 真 一*,迫 田雅 彦*,飯 野 聡*,前 村 公 成*,又 木 雄 弘*,新 地 洋 之,帆 北 修 一*,高 尾 尊 身*,夏 越 祥 次*

(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総 合 研 究 科):Fibrolamellar hepatocellular carcinomaの1切 除 例.鹿 児 島 大 学 医学 雑 誌62(3):55-

59,2011.1.

4.上 野 真 一*,前 村 公 成*,迫 田雅 彦*,蔵 原 弘*,又 木 雄 弘*,飯 野 聡*,南 幸 次*,安 藤 慶*,松 本 正 隆*,大 脇 哲 弘*,北 薗 正

樹*,石 神 純也,新 地洋 之,夏 越 祥 次*(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学総 合 研 究 科):肝 胆 膵 癌 患者 に お け る腹 腔 動 脈 起始 部 圧 迫

症 候 群 を伴 う場 合 の 弓状 靭 帯切 離 術.鹿 児 島 大 学 医 学雑 誌62(3):37-40,2011.1.

 5.  Ueno S*, Sakoda M*, Kurahara H*, lino S*, Minami K*, Ando K*, Mataki Y*, Maemura K*, Ishigami S*, Shinchi H, Natsugoe S*

(*鹿児島大学大学院医歯学総合研究科) Safety and efficacy of early postoperative hyperbaric oxygen therapy with restriction of

 transfusions in patients with HCC who have undergone partial hepatectomy. Langenbecks Arch Surg. 396 (1) : 99-106, 2011.1.

6 . Ueno S *, Hiwatashi K *, Sakoda M *, Iino S *, Kurahara H *, Minami K *, Ando K *, Maemura K *, Mataki Y *, Matsumoto M *, Owaki

T *, Kitazono M *, Ishigami S *, Shinchi H, Natsugoe S * (*鹿 児 島大学大学院医歯学総合研究科) Significance of High Mobility

 Group Box-1 (HMGB1) Expression in Hepatocellular Carcinoma. Med. J. Kagoshima Univ. 62 (3) : 27-35, 2011.1.

7.清 水 佐 智 子;看 護 師 の緩 和 ケ ア に 関す る 学 習 ニ ー ズ-一 般 病 棟 ・外 来 勤務 者 を 対 象 に.-第41回 日本 看 護 学会 論 文集-成 人

看 護II-,日 本 看 護 協会 出版 会,2011.2,78-81

8.清 水 佐 智 子:学 生 の 本 音 か ら攻 略!応 募 した くな る看 護 部 の 条 件 と リクル ー トNGの 理 由&OKの ポ イ ン ト.看 護 部 長 通 信,

日総 研2011,8(6):23-28

9.又 木 雄 弘*,新 地 洋 之,前 村 公 成*,蔵 原 弘*,迫 田雅 彦*,上 野 真 一*,高 尾 尊身*,夏 越 祥 次*(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総

合 研 究科):胆 道 癌 に お け るFDG-PETの 検 討.胆 道25(1);72-78,2011.3.

10.蘇娟 玉,濱 田恭 子,堤 由 美子:中 国 と 日本 に お け る 大 学 生 の メ ン タル ヘ ル ス の 実 態 に 関す る調 査研 究,鹿 児 島 大 学 医 学 部保

健 学科 紀 要2011,21:1-11

11.杉 野 朋 子,丹 羽 さ よ子:「 老 年 看 護 学 実 習 」 にお け る学 び の 分析-学 生 の 実 習 レポー トの分 析 よ り-.鹿 児 島大 学 医学 部 保

健 学科 紀 要2011;21:13-19

12.久 松 美佐 子,丹 羽 さよ子:終 末期 が ん 患者 の 家族 の 不 安 へ の 対 処 を支 え る 要 因.日 本 看 護 科 学 学会 誌31(1),58-67,2011.3.

13。 蔵 原 弘*,上 野真 一*,迫 田雅 彦*,南 幸 次*,又 木 雄 弘*,前 村 公 成*,新 地洋 之,夏 越 祥 次*(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総

合 研 究 科):胆 嚢 癌 切 除術 後 局 所 再 発 と の鑑 別 が 困難 で あ っ たforeign body granulomaの1例(原 著 論 文/症 例 報 告).日 本 消

化 器 外 科 学会 雑 誌44(4):422-427,2011.4.

14.田 上 聖 徳*,上 野 真 一*,前 村 公 成*,益 満 幸 一 郎*,迫 田雅 彦*,蔵 原 弘*,又 木 雄 弘*,新 地洋 之,夏 越 祥 次*(*鹿 児 島大 学 大

学 院 医 歯 学 総 合 研 究 科):腹 腔 動 脈 起 始 部 圧 迫 症 候 群 に対 す る 弓 状 靱 帯 切 離 術 に よ り経 肝 動 脈 的 治 療 が 可 能 と な っ た肝 細 胞

癌 の2例.日 本 消化 器 外 科 学 会 雑 誌44(6):714-720,2011.6.
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15.濱 田恭子,堤 由美子:心 の病いをもつ人の地域における居場所 と心の拠 り所の獲得の実態.日 本精神保健看護学会誌2011;

19(2):22-32

 16. Shinchi H, Maemura K*, Mataki Y*, Kurahara H*, Sakoda M*, Ueno S*, Hiraki Y*, Nakajo M*, Natsugoe S*, Takao S*

大学大学院医歯学総合研究科)

(*鹿 児 島
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2011.11.19.

32.新 地 洋 之,前 村 公 成*,又 木 雄 弘*,蔵 原 弘*,桑 畑 太 作*,前 田 光 喜*,飯 野 聡*,迫 田雅 彦*,上 野 真 一*,高 尾 尊 身*,

夏越 祥 次*(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総 合 研 究 科):長 期 生 存 を 目指 した 局 所 進 行 膵 癌 の治 療 戦 略.第73回 日本 臨床 外 科 学

会,東 京 都,2011.11.19.

33.樒 柑 富 貴子:看 護 師 が経 験 した 「困難 な タ ー ミナル ケ ア 内容 」 と克服 の プロ セ ス(第2報),第31回 日本 看 護 科 学 学 会,高 知

市,2011.12.

34.平 田直 美1),堤 由美 子(1)鹿 児 島 大 学 大 学 院 保 健 学 研 究 科):特 定保 健 指 導 参 加 者 の予 防行 動 に 対 す る実 行 意 欲 の獲 得 の プ ロ

セ ス の分 析 一初 回 面接 に 焦 点 を あ て て,第31回 日本 看 護 科 学 学会,高 知 市,2011.12.2.

35.中 村 友 子1),原 口優 清2),堤 由美 子(1)鹿 児 島 大 学 大 学 院 保 健 学研 究 科,2)か ご しま県 民 健 康 プ ラ ザ鹿 屋 医 療 セ ン ター):が ん

患者 と看 護 者 に お け る共 感 体 験 に対 す る双 方 の受 け止 め方 の 質 的 分析,第31回 日本 看 護 科 学学 会,高 知 市,2011.12.2.

36.川 崎 恵1),喜 島 祐 子2),堤 由美 子(1)鹿 児 島 大 学 大 学 院 保 健 学 研 究 科,2)鹿 児 島 大 学 消 化 器 ・乳 腺 ・甲状 腺 外 科):進 行 性 消化

・器 が ん 患者 の希 望 を 見 出 す プ ロセ ス の分 析,第31回 日本 看 護 科 学 学会,高 知 市2011 .12.3.

D.そ の他

1)論 文 ・報 告 書

1.日 隈 利 香,峰 和 治1),高 山 忠雄2)(1)鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総 合 研 究 科,2)鹿 児 島 国 際 大 学 大 学 院 社 会 福 祉 学 研 究 科):DV

被 害者 支 援 専 門員 の 教 育 シ ス テ ム 開発 に 関す る研 究,平 成22年 度 科研 費補 助 金 実績 報 告 書,2011.3.

2.新 地 洋 之:米 国癌 治療 学 会(ASCO)取 材 レポ ー ト.日 本 癌 治 療 学 会 支 援,シ カ ゴ,USA,2011.6.2～6.

3.新 地 洋 之,今 村 利 香,石 澤 隆1),北 薗 正 樹2),櫻 木 真 理 子3),高 崎靖 子4),宮 薗 幸 江5),武 亜 希 子5),窪 田溜6),他(1)元 鹿 児 島 大 学

医 学 部保 健 学 科,2)鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学 総 合 研 究 科,3)鹿 児 島 市 医 師 会 病 院,4)か ね こ ク リニ ッ ク,5)鹿 児 島大 学 病 院,6)日

本 オ ス トミー 協 会 鹿 児 島 こだ ま 会):第15回 ス トー マ リハ ビ リテ ー シ ョ ン の基 本.鹿 児 島 大 学 医学 部 保 健 学 科 臨 床 看 護 学 講
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座 公 開講 座 「ス トー マ リハ ビ リテ ー シ ョン の 基本 」事 務 局,pp1-72,2011.7.2.

4.新 地 洋 之:第42回 日本 膵 臓 学 会 大会Report「 膵 癌 に対 す るTS-1併 用 化 学 放 射 線 療 法 を基 盤 と した 治療 構 築 」,(株)メ デ ィア ー

ト&大 鵬 薬 品提 供,2011.10.

2)講 演

1.丹 羽 さ よ子:「 教 育課 程(老 年 看 護)」.平 成22年 度 実習 指 導 者 講 習 会,鹿 児 島 県看 護 協 会,鹿 児 島 市,2011.1.11.

2.丹 羽 さよ子:深 め よ う 看 護 を ～始 め よ う!看 護 研 究 へ の 取 り組 み ～.鹿 児 島 県保 健 看 護 研 究 学会,鹿 児 島 市,2011.1.21.

3.丹 羽 さよ子:看 護 研 究発 表 会.鹿 児 島 県 リハ ビ リテ ー シ ョン看 護 研 究会,2011.1.22.

4.清 水 佐 智 子:「 実習 指 導 の評 価I:評 価 の概 念 と意 義」.平 成22年 度 実 習 指 導 者 講 習 会,鹿 児 島 県看 護 協 会,鹿 児 島市,2011.1.

5.清 水 佐 智 子:「 実習 指 導 の評 価I:自 分 自身 へ の振 り返 りを 通 して指 導 者 と して の か か わ りに つ い て 考 え る」.平 成22年 度 実

習指 導者 講 習 会,鹿 児 島 県看 護 協 会,鹿 児 島 市,2011.1.

6.堤 由美 子:看 護 学 か ら見 た精 神 疾 患患 者,鹿 児 島 地方 法務 局 人権 擁 護 委員 会 研 修 会,鹿 児 島 市,2011.2.3.

7.新 地洋 之:膵 臓 の お話.第110回 三州 健 康 教 室,都 城 市,2011.2.18.

8.丹 羽 さ よ子:高 齢 者 と地 域 ケ ア,か ご しまル ネ ッサ ン ス ア カ デ ミー(鹿 児 島 大 学),鹿 児 島 市,2011.2.19.

9.丹 羽 さ よ子:看 護 研 究 の基 礎 社 団法 人鹿 児 島共 済会 南風 病 院看 護 研 修 会,鹿 児 島 市,2011.2.22.

10.清 水 佐 智 子:「 特 別 講 義 ・終 末 期 看 護:コ ミュ ニ ケー シ ョン」.平 成22年 度 実 習 指 導 者 講 習 会,鹿 児 島県 看 護 協 会,鹿 児 島 市,

2011.2.

11.清 水 佐 智 子:「 要 点 を お さえ た看 護 記 録 の書 き方 」.日 総研 セ ミナ ー,東 京 都,2011.2.

12.堤 由美 子:心 の看 護 ケ ア,霧 島 市 立 医 師 会 医療 セ ン タ ー看 護 部研 修 会,2011.3.5.

13.日 隈利 香:鹿 児 島 県看 護 協会 職 能 委 員 会 ・看 護 研 究指 導 「中 堅看 護 師 の離 職 防止 に 向 け た 支援 体制 に 関す る調 査研 究 の 再 分

析 」,鹿 児 島 市,2011.3.～5.10.

14.日 隈利 香,上 村 美 子1),岩 下 邦 子1),永 田 清美2),城 下美 代子3),他(1)今 給黎 総合 病 院,2)青 雲会 病 院,3)薩 摩 郡 医 師会 病 院):

鹿 児 島 県看 護 協会3職 能 合 同集 会 グル ー プ ワー ク 「看 護 を つ な ぐ～今 頑 張 っ て い る こ と,取 組 ん で い る こ と,職 場 の状 況 な

ど 自由 に語 りあ お う～」,鹿 児 島 市,2011.5.21.

15.丹 羽 さよ子:看 護 研 究発 表 会.ク オ ラ リハ ビ リテ ー シ ョン病 院,薩 摩 川 内 市,2011.5.26.

16.清 水 佐 智 子:ELNEC-J(End-of-life-care consortium-Japan)指 導 者 育成 プ ロ グ ラム 講 師,フ ァ シ リテ ー ター.日 本 緩 和 医 療

学会,大 阪 市.2011.5.

17.堤 由 美 子:看 護 研 究 の 基礎I・II・III(全3回).平 成23年 度 鹿 児 島 県 看 護 協 会 スペ シ ャ リス トの準 備 教 育 の た めの 研 修 会.

鹿 児 島 市.2011.6.4.,7.4.,8.28.

18.清 水 佐 智 子:「 要 点 を お さえ た看 護 記 録 の書 き方 」.日 総研 セ ミナ ー,大 阪 市,2011.6.

19.清 水 佐 智 子:成 人 看 護 学 「リラ ク ゼ ー シ ョン 」.総 合 的 な学 習 の 時 間.鹿 児 島 県 立鹿 児 島 南 高校,鹿 児 島 市,2011.6.

20.清 水 佐 智 子:「 看護 実 践 の プ ロセ ス2:POSに よ る看護 過 程 の 展 開 とア セ ス メ ン ト」.看 護 部 研 修.鹿 児 島大 学 医 学部 附属 病 院

看 護 部,鹿 児 島 市,2011.6.29.

21.丹 羽 さよ子:老 年 看 護.リ ハ ビ リテ ー シ ョン病 院 吉村 看 護 部 研 修 会,鹿 児 島 市,2011.6.29.

22.日 隈利 香:オ ス トメ イ トに対 す る社 会 福 祉 制 度,第15回 ス トー マ リハ ビ リテ ー シ ョン の基 本,鹿 児 島 大 学 医 学 部保 健 学 科 公

開講 座,鹿 児 島 市,2011.7.2.

23.新 地 洋 之,今 村 利 香,石 澤 隆'),北 薗 正 樹2),櫻 木 真 理 子3),高 崎 靖 子4),宮 薗 幸 江5),武 亜 希 子5),他(1)元 鹿 児 島大 学 医学 部 保

健 学 科,2)鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学総 合 研 究科,3)鹿 児 島 市 医 師会 病 院,4)か ね こク リニ ック,5)鹿 児 島 大学 病 院):公 開講 座 演

習 「第15回 ス トー マ リハ ビ リテ ー シ ョン の基 本 」,鹿 児 島 市,2011.7.2.

24.堤 由美 子:が ん 患 者 の 心 理 的 支 援,独 立 行 政 法 人 国 立 病 院 機 構 都 城 病 院 地 域 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 研 修 会.都 城 市.

2011.7.8.

25.日 隈利 香:第19回 鹿 児 島 県母 子 生活 支 援 施 設 職 員 研 修 会 講 演 「DV被 害 の 実 態 と被 害 者 対 応 」,霧 島 市,2011.7.15.

26.堤 由美 子:看 護 研 究入 門,放 送 大 学鹿 児 島 学 習セ ン タ ー 面接 授 業,鹿 児 島 市,2011.7.16～7.17.

27.堤 由美 子:新 人看 護 師 の職 場 適 応 及 び 実 地指 導者 の メ ン タル サ ポ ー ト,鹿 児 島 県新 人看 護 職 員 研 修 責任 者 研 修,鹿 児 島 市,

2011.7.25.

28.清 水 佐 智 子,樒 柑 富 貴 子,李 慧 瑛,緒 方 重 光:緩 和 ケ ア公 開講 座 「患 者 のQOLを 支 え る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン-患 者 に 寄

り添 う緩 和 ケ ア を 実 践す る た め に-」.鹿 児 島 大 学公 開 講座,鹿 児 島 市,2011.7.

-7-



業 績 目 録

29.清 水 佐 智 子:「 生 き て い る こ とを 考 え る:い の ち の授 業 」.出 張講 義,鹿 児 島 県 立加 世 田 高等 学校,加 世 田 市,2011.7.

30.日 隈利 香:鹿 児 島 県看 護 協 会職 能 ・准 看 護 師研 修 会 講 演 「日常生 活 援 助 に関 す るエ ビデ ンス ～食 事 ・栄 養 ・口腔 内 の清 潔 ～ 」,

鹿 児 島 市,2011.8.4.

31.堤 由美 子:看 護 サ ー ビス提 供 論(全2回),日 本 看 護 協 会 鹿 児 島 県 支部 フ ァー ス トレベ ル研 修 会,2011.8.19～9.26.

32.堤 由美 子:傾 聴 ス キ ル トレー ニ ン グ(全2回),相 良病 院看 護 管理 者 研 修,鹿 児 島 市,2011.8.20～10.29.

33.丹 羽 さ よ子:平 成21年 度 特 定 高齢 者 栄 養 改 善 事業 の評 価 報 告(老 年 看 護iに お け る 栄養 状 態 の影 響)並 び に 面接 時 の 高齢 者 へ の

配 慮.高 齢 者 栄 養 改 善事 業 関係 施 設 担 当者 研 修 会(鹿 児 島 市保 健 所),鹿 児 島 市,2011.8.29.

34.堤 由美 子:心 の病 い と看 護,社 会 福 祉 法 人鹿 児 島 い の ち の 電話 公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.9.1.

35.丹 羽 さ よ子:リ ハ ビ リテ ー シ ョン を 目指 す ケ ア とは.鹿 児 島 大学 医学 部 保 健 学科 公 開 講 座 リハ ビ リテ ー シ ョン を 目指 す ケ ア-

最 期 ま で そ の人 ら し さを 支 え る-,2011.9.3.

36.日 隈利 香:第46回 九州 ブ ロ ック母 子 生 活 支援 施 設 研 究 大会 ・コ ー デ ィ ネ ー タ ー 「傷 つ い て い る母 と子 に施 設 や 社 会 で で き る

こ とは」,鹿 児 島 市,2011.9.8.

37.堤 由美 子:ALS患 者 の 障 害 受容 と患者 家族 の精 神 ケ ア,鹿 児 島 大 学 医 学 部保 健 学 科 公 開 講座,鹿 児 島 市,2011.9.10.

38.堤 由 美 子:新 人 看 護 師 と実 地 指 導 者 の メ ン タル ヘ ル ス(全2回),鹿 児 島県 新 人看 護 職 員 研 修 実 地 指 導 者 研 修,鹿 児 島 市,

2011.9.15,10.21.

39.濱 田恭 子:イ ン タ ビュ ー 法 ～ リ ッチ な デ ー タ を集 め る た め に ～,鹿 児 島 市 医 師会 病 院看 護 部研 修 会,鹿 児 島 市,2011.9.

40.日 隈利 香:公 益 財 団 法人 慈愛 会今 村 病 院 分 院 「看 護i研 究指 導 」,鹿 児 島 市,2011.9.22～12.22.

41.清 水 佐 智 子:「 看 護 が 見 え る看 護 記 録I」.平 成23年 度 教 育研 修 会,鹿 児 島 県看 護 協会,鹿 児 島 市,2011.9.

42.新 地洋 之:膵 癌 に対 す る最 新 の治 療 法 に つ い て.第2回 鹿 児 島パ ン ク レア スセ ミナ ー,鹿 児 島 市,2011.10.12.

43.清 水 佐 智 子:「 看 護 が 見 え る看 護 記 録II」.平 成23年 度 教 育研 修 会,鹿 児 島 県看 護 協会,鹿 児 島 市,2011.10.

44.清 水 佐 智 子:「 あ な た の看 護 記 録 再 点検 」.教 育研 修 会,鹿 児 島 県看 護 協会 川 薩 地 区,薩 摩 川 内 市,2011.10.

45.清 水 佐 智 子:「 要 点 を お さえ た看 護 記 録 の書 き方 」.日 総研 セ ミナ ー,大 阪 市,2011.10.

46.堤 由美 子:危 機 的 状 態 に あ る患 者 の 看 護,平 成23年 度独 立行 政 法 人 国 立病 院機 構 九 州 ブ ロ ック循 環 器 病 看護 エ キ スパ ー トナ ー

ス研 修 会,鹿 児 島 市,2011.11.14.

47.堤 由美 子:心 に届 く看 護 ～ 患者 の 思 い が表 出 で き る 関 わ り,鹿 児 島 医療 セ ン タ ー看 護 部研 修 会,鹿 児 島 市,2011.11.14.

48.丹 羽 さ よ子:脳 卒 中 リハ ビ リテ ー シ ョン看 護 概 論,平 成23年 度 鹿 児 島 県脳 卒 中 リハ ビ リテ ー シ ョン看 護 研 修(鹿 児 島 県),鹿

児 島 市,2011.11.16.

49.杉 野朋 子:脳 卒 中 の病 態 生理 の理 解 と管理,フ ィ ジ カル ア セ ス メ ン ト.平 成23年 度 鹿 児 島 県脳 卒 中 リハ ビ リテ ー シ ョン看 護

研 修,鹿 児 島 市,2011.11.16.

50.堤 由美 子:看 護 研 究入 門.放 送 大学 鹿 児 島学 習 セ ン タ ー 面接 授 業,奄 美 市.2011.11.19～11.20.

51.堤 由美 子:効 果 的 な プ レゼ ン テ ー シ ョン の仕 方,放 送 大学 公 開特 別 授 業,奄 美 市,2011.11.19.

52.清 水 佐 智 子:「 要 点 を お さえ た看 護 記 録 の書 き方 」.日 総研 セ ミナ ー,札 幌 市,2011.11.

53.新 地洋 之:膵 癌 に対 す る最 近 の 取 り組 み-と くに術 前 化 学(放 射 線)療 法 の 有用 性 に つ い て-.第34回 肝 胆 膵 夕 べ の会,鹿 児

島 市,2011.12.2.

54.堤 由美 子:看 護 研 究 の ま とめ方,日 本 精 神 看 護 技 術 協 会 鹿 児 島 県 支部 研 修 会,鹿 児 島 市,2011.12.6.

55.堤 由美 子:新 任 期 に お け る ス トレス マ ネ ジ メ ン ト-心 元気 に働 き続 け る た め に,平 成23年 度 鹿 児 島 県新 任 保 健 師研 修 会,鹿

児 島 市,2011.12.13.

56.堤 由美 子:対 人 関係 の看 護 論,鹿 児 島 県 実 習 指導 者 講 習会,鹿 児 島 市,2011.12.21.

57.丹 羽 さよ子:看 護 研 究指 導.社 団 法人 鹿 児 島 共 済会 南 風 病 院看 護 部,鹿 児 島 市,毎 月1回.

3)学 会 座 長

1.新 地 洋 之:第23回 日本 肝 胆 膵 外 科 学 会.要 望 ビデ オ セ ッ シ ョン9膵 頭 十 二 指 腸 切 除 に お け る膵 切 離 ・吻 合 法,東 京 都,

2011.6.10.

2.新 地 洋 之:第66回 日本 消化 器 外 科 学会 総 会.要 望 演 題4消 化 器 領 域 に お け る 再 生 医療,名 古屋 市,2011.7.13.

3.新 地洋 之:第38回 日本 膵 切 研 究会.一 般 演題 ポ ス タ ー 合 併 症,久 留米 市,2011.8.27.

4.新 地洋 之:第47回 日本 胆 道 学 会.一 般 演 題 ポ ス タ ー 胆嚢 ・良性 ①,宮 崎 市,2011.9.16.

5.新 地 洋 之:第9回 日本 消化 器 外 科 学 会 大 会,一 般 演 題 ポ ス タ ー 周 術 期 管理5,福 岡 市,2011.10.23.
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4)学 会 委 員会

1.新 地洋 之:日 本 肝 胆 膵 外 科 学 会 膵 プ ロ ジ ェ ク ト研 究(膵01委 員 会.東 京 都,2011.6.8.

2.新 地洋 之:第4回 膵 癌術 前治 療 研 究会.東 京 都,2011.6.10.

3.新 地洋 之:第5回 膵 癌術 前治 療 研 究会.名 古屋 市,2011.11.19.

〔母 性 ・小 児 看 護 学 講 座 〕

A.著 書

1.武 井 修 治.小 児 期 の リウ マ チ 性 疾 患 に対 す るシ ク ロ ス ポ リ ンの 有 用 性 とevidence.EBM小 児 疾 患 の 治 療2011-2012(五 十 嵐

隆 監修).中 外 医 学社,東 京,2011.2.p415-421.

B.論 文

 1 . Takei S. Systemic JIA as an autoinflammatory disease. Inflammation and Regeneration 2011.2, 31(1):  52-65.

2.武 井 修 治.子 ど もの リ ウマ チ(若 年 性 特 発 性 関節 炎).チ ャ イ ル ドヘル ス2011.2,14(2),29-33.

3.武 井 修 治.自 己炎 症 疾 患 に お け るIL-1阻 害 療 法.最 新 医学2011.2,66(2):221-228.

4.生 田 ま ち よ,竹 下 夏美,牛 之濱 久代,下 敷 領 須 美 子;イ ン ドネ シ ア 共 和 国 西 カ リマ ン タ ン州 に お け る妊 産 婦 と乳幼 児 の食 習

慣 に 関す る調 査,熊 本 大 学 医 学部 保 健 学 科紀 要2011.3,7:11-23.

5.吉 留 厚 子:産 褥 早 期 に お け る皮 膚 表 面 温度 お よ び リラ クゼ ー シ ョン 尺度 に お け る 乳房 マ ッサ ー ジ の評 価.母 性 衛 生2011;51

(4):666-675.

 6 . Mori M, Takei S, Imagawa T, Imanaka H, Nerome Y, Kurosawa R, Kawano Y, Yokota S, Sugiyama N, Yuasa H, Fletcher T, Wajdula 

   JS. Etanercept in the treatment of disease-modifying anti-rheumatic drug (DMARD) -refractory polyarticular course juvenile idiopathic 

   arthritis: experience from Japanese clinical trials. Mod rheumatol. 2011.4, Epub ahead of print. 

7 . Mori M, Murata T, Takei S, Imagawa T, Yokota S. Acquisition of expanded indications for intravenous cyclophosphamide in the 

management of childhood rheumatic diseases in general. Mod Rheumatol 2011.4, 21 (5) : 449-457.

8.武 井 修 治.若 年 性 特発性 関節 炎JIA:そ の診 断 と最 新 治 療.日 本 医事 新 報2011.5,4542:78-85.

 9.  Yokota S, Imagawa T, Takei S, Murata T, Tomiita M, hob  Y, Fujikawa S, Mori  M. Guidance on using tocilizumab for juvenile 

   idiopathic arthritis. Mod Rheumatol 2011.5, Epub ahead of print.

10.武 井 修 治.JIAの 診 断 と治 療-RAと の相 違.リ ウマ チ 科2011.5,45(5):545-553.

11.武 井 修 治.若 年 性 特発 性 関節 炎JIAに 対 してMTXを ど う使 うか?リ ウマ チ 科2011.6,45(6):567-571.

12.千 手 絢子,下 野 昌 幸,塩 田 直樹,石 井 雅 宏,高 野健 一,高 野 志保,武 井修 治,根 路銘 安仁.Cuclophosphamideパ ル ス療 法 が

有効 で あ っ た幼 児 期 早期 発 症 の難 治 性 若 年 性 皮 膚 筋炎 の1例 。脳 と発 達2011.7,43(4):309-312.

13.武 井 修 治.若 年 性 特発 性 関節 炎JIAに 対 す る ステ ロイ ド治 療 の実 態 と副 作 用 へ の 対 応.関 節 外 科2011.7,30(7):831-837.

14.武 井 修 治.難 治性 若 年 性 特発 性 関節 炎(JIA)に 対 す る新 規 治 療.医 学 の あ ゆみ2011.8,238(6):693-698.

15.武 井 修 治.リ ウマ チ性 疾 患(膠 原 病)に み られ る軟 部組 織 の腫 瘤 性 病 変.災 害 と整 形2011.9,54(10):1261-1266.

16.武 井 修 治.ラ イ フ ス パ ン か らみ た 小児 科 診 療-若 年 性 特 発 性 関節 炎.小 児 内科2011.9,43(9):1532-1535.

17.武 井 修 治.皮 膚 筋 炎 の最 新 知 見.医 学 の あ ゆ み2011.10.1,239(1):30-37.

 18. Koike T, Harigai M, Ishiguro N, Inokuma S, Takei S, Tsutomu Takeuchi T, Yamanaka H, Tanaka Y. Safety and effectiveness of 

   adalimumab in Japanese patients with rheumatoid arthritis: a report of the first 3,000 patients treated during postmarketing surveillance. 

   Mod Rheumatol 2011.10, Epub ahead of print.

19.武 井 修 治.Autoinflammation.炎 症 と免 疫2011.10,19(6):645-647.

20.武 井 修 治.リ ウ マ チ の 子 ど も 達 を"診 る"と い う こ と.Frontiers in Rheumatology and Immunology 2011.11,5(4):240-241.

21. Koike T, Harigai M, Inokuma S, Ishiguro N, Ryu J, Takeuchi T, Takei S, Tanaka Y, Yamanaka H Postmarketing surveillance of 

 tocilizumab for rheumatoid arthritis in Japan - Interim Analyses of 3,881 Patients. Ann Rheum Dis 2011.12, 70 (12):  2148-2151. 

22. Suematsu R, Ohta A, Matsuura E, Takahashi H, Fujii T, Horiuchi T, Minota S, Ishigatsubo Y, Ota T, Takei S, Soejima S, Inoue H, 

Koarada S, Tada Y, Nagasawa K. Therapeutic response of patients with adult Still's disease to biologic agents: multicenter results in 
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Japan. Mod Rheumatol 2011.12, Epub ahead of print.

C.学 会 発 表

1.野 中 由希 子,根 路 目安仁,山 暗雄 一,久 保 田知洋,赤 池治 美,嶽 崎智 子,今 中啓 之,武 井 修 治.生 物 学 的製 剤 で 臨床 寛 解 が

得 られ た後 にFMS/CRPSを 発 症 した3例.第20回 日本 小 児 リ ウマ チ学 会 総 会 ・学 術 集 会 沖縄2011.2.11-13.

2.武 井 修 治,野 中 由希 子,赤 池 治美.思 春 期 を 迎 え た小 児 リ ウマ チ性 疾 患 監 事 の諸 問題 とそ の対 応.シ ン ポ ジ ウム1小 児 リ ウ

マ チ と思春 期 の 問題.第20回 日本 小児 リ ウマ チ 学会 総 会 ・学術 集 会 沖縄2011.2.11-13.

3.根 路 銘 安 仁,武 井 修 治.生 物 学 的製 剤 の今 後 の展 望.第20回 日本 小児 リ ウマ チ 学 会総 会 ・学術 集 会 沖縄2011.2.11-13.

4.今 川 智 之,横 田俊 平,武 井 修 治,宮 坂 信 之,川 合 眞 一,ア ダ リム マ ブJIA study group.多 関節 に 活 動 性 を有 す る若 年 性 特 発

性 関節 炎(JIA)患 者 を対 象 と した ヒ トTNFα モ ノ ク1コー ナ ル 抗 体 ア ダ リムマ ブ の多 施 設 共 同試 験.第20回 日本 小 児 リ ウマ チ

学会 総 会 ・学 術 集 会 沖縄2011.2.11-13.

5.松 尾 憲乗 典,福 原 正 太,茂 原 慶 一,平 野聡 子,石 原 靖 紀,石 原 義 紀,田 村 知 史,西 田公 一,武 井修 治.多 関節 痛 が遷 延 した

川 崎 病 の1例.第20回 日本 小 児 リ ウマ チ 学会 総会 ・学 術 集 会 沖縄2011.2.11-13.

6.吉 留厚 子:鹿 児 島 県 の離 島 に お け る 医療 者 お よ び母 子 保 健 の動 向.第1回(第25回)日 本 助 産 学 会,名 古屋 市,2011.3.5-6.

7.才 田隆 一1),石 神 え り1),小 倉 敏 子1),山 下 早 苗(1)鹿 児 島大 学 医 学 部 ・歯 学 部 附 属 病 院):病 名 ・病 状 説 明 を受 け た小 児 が ん

の子 ど もへ の看 護 介 入-危 機 モ デル 有 用 性 の検 討-.第17回 九州 山 口血液 ・腫 瘍研 究 会,宮 崎 市,2011.5.

 8 . Takeuchi T, Harigai M, Inokuma N, Ryu J, Takei S, Tanaka Y, Yamanaka H, Ito K, Koike T. Postmarketing surveillance of tocilizumab 

   for rheumatoid arthritis in Japan interim analysis of 6424 patients. Annual Scientific Meeting of European League Against Rheumatism 

(EULAR) , London, 2011.5.28.

9.武 井 修 治.小 児 膠 原 病 に お け る免 疫 抑 制 薬 の 有用 性 と使 い方.日 本 ア レル ギ ー 学 会春 季 大 会(教 育講 演).幕 張,2011.5.15.

10.久 保 田知 洋,山 崎雄 一,赤 池 治美,嶽 崎 智 子,野 中 由 希 子,根 路 銘 安 仁,今 中啓 之,升 永 憲 治,武 井 修 治.全 身 型JIAに 対

す る トシ リズ マ ブ の長 期 使 用 成 績 第3回KOCS小 児 リ ウマ チ 研 究 会.福 岡 市2011.6.3.

11. Hayashi I, Inui T, Inomata R, Yoshidome A, Tonai M, Konishi K. Married couples' knowledge and actuality of family planning in 

   Japan. 20TH World Congress for Sexual Health. Glasgow, UK, June 12-16, 2011. 

 12. Ushinohama H 1) , Takeshita N 2),  Shimosikiryou S 3) , Ikuta M 4) . (1) Department  of Nursing, Yokkaichi Nursing and Medical Care 

University, Japan, 2) Faculty of Nursing, Kyoto Tachibana University, Japan, 3) School of Health Science, Faculty of Medicine, 

Kagoshima University, Japan, 4) School of Health Science, Faculty of Medicine, Kumamoto University, Japan, BDD (Bidan di Desa, 

The Community Midwife) as a Family Health Nurse in Indonesia, 10th International Family Nursing Conference, Kyoto, Japan, June 26, 

   2011. 

13. Takeshita N 1) Ushinohama H 2), Ikuta M 3), Shimosikiryou S 4), Sri Sunarti Purwaningsih 5) . (1)Faculty of Nursing, Kyoto Tachibana 

University, Japan, 2) Department of Nursing, Yokkaichi Nursing and Medical Care University, Japan, 3) School of Health Science, 

Faculty of Medicine, Kumamoto University, Japan, 4) School of Health Science, Faculty of Medicine, Kagoshima University, Japan, 
5) Research Center for Population

, Indonesian Institute of Sciences, The realities of sexual education in school, community and 

households in Kalimantan, Indonesia, 10`" International Family Nursing Conference, Kyoto, Japan, June 27, 2011.

14.長 澤 芳1),神 之川 博1),山 下早 苗(1)鹿 児 島 大 学 医 学 部 ・歯学 部 附 属病 院):医 師 に よ る病 気 病 状 説 明 が 子 ど もに行 われ る 時 の

看 護 師役 割.日 本 小 児 看 護 学 会第21回 学術 集 会,さ い た ま 市,2011.7.

15.上 田 尚靖,塚 本 浩,石 ヶ坪 良 明,楠 原 浩 一,武 井 修 治,蓑 田 清 次,鷲 尾 昌 一,井 田 弘 明,高 橋 裕 樹,藤 井 隆 夫,田 平知 子,

大 田俊 一 郎,田 中淳,藤 健 太 郎,古 川 牧 緒,井 上靖,有 信 洋 二 郎,新 納 宏 昭,赤 司浩 一,堀 内孝 彦.TNF受 容 体 関連 周 期

性 症 候 群(TRAPS)の 全 国 実態 調 査.第55回 日本 リ ウマ チ学 会 総 会 ・学 術 集 会 神 戸2011.7.17-20.

16.武 井 修 治.内 科 ・整 形 リ ウマ チ 医 の た めのJIA診 療 最 新 情 報.第55回 日本 リウマ チ学 会 総 会 ・学 術 集 会 神 戸2011.7.17-

20

17.山 崎雄 一,久 保 田知 洋,野 中 由希 子,赤 池治 美,根 路 目安 仁,嶽 崎智 子,今 中啓 之,武 井 修 治.全 身型 若 年 性 特発 性 関節 炎

と他 の 自己炎 症 性 疾 患 との鑑 別.第55回 日本 リ ウマ チ 学会 総 会 ・学術 集 会 神 戸2011.7.17-20.

18.久 保 田知 洋,山 崎雄 一,野 中 由希 子,赤 池 治美,根 路 目安 仁,嶽 崎 智 子,今 中 啓 之,武 井 修 治.単 一施 設 で診 断 した 自己 炎

症 疾 患13例(遺 伝 子 変異 確 定)の 臨床 的検 討.第55回 日本 リ ウマ チ 学会 総 会 ・学術 集 会 神 戸2011.7.17-20.

19.堀 之 内 香 織1),山 下 早 苗,肘 岡奈 津 子1),前 原 茜1),安 藤 ち あ き1),森 聡 美1),小 倉 敏 子1)(1)鹿 児 島 大 学 医 学 部 ・歯 学 部 附属 病

院):病 院 と学 校 が 連 携 して行 う看 護 教 育-臨 地 実 習 に お け る小 児 看 護 技 術 教 育 の 実 践-.第42回 日本 看 護 学 会-母 性看 護 ・
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小 児 看 護-学 術 集 会,東 京 都,2011.8.

20.山 下 早苗,堀 之 内香 織1),大 迫 由紀,小 倉 敏 子1)(1)鹿 児 島 大 学 医 学部 ・歯 学 部 附 属病 院):大 学 病 院 と連 携 した 小児 看 護 教 育

シ ス テ ム-小 児 看 護 技術 教 育 の 実 践-.第12回 九州 小 児 看 護 教 育研 究会,大 分 市,2011.8.

21.大 迫 由紀,山 下早 苗,武 井 修 治,久 保 田 知洋,山崎 雄 一,赤 池治 美,野 中 由希 子,嶽 崎智 子,根 路 目安仁,今 中啓 之,河 野

嘉 文.生 物 学 的製 材 で治 療 した若 年 性 特 発 性 関節 炎(JIA)患 児 のQOL.第25回 鹿 児 島 県小 児 保 健 学会.鹿 児 島2011.8.21.

22.福 留 藍1),末 吉 容 子2),三 浦 陽子,下 敷 領 須 美 子(1)日 本 医科 大 学 武 蔵 小 杉 病 院,2)医 療 法 人清 泉 会 伊 集 院 病 院):ケ ー タ イ 小

説 に記 述 され た性 的表 現,第30回 日本 思春 期 学会,2011.8.27.

23.石 走 知子1),若 松 美 貴 代,三 浦 陽 子,井 上 尚美,下 敷 領 須 美 子,藤 野敏則,吉 留 厚 子,竹 林 桂 子2),有 倉 巳幸3)(1)2)徳 島 大 学

大学 院ヘ ル スバ イ オ サ イ エ ン ス研 究部,3)鹿 児 島 大 学教 育学 部):高 校 生 の性 感 染 症 問題 に お け る対 処 意識 の 向 上 を 図 る た め

の介 入 研 究,第30回 日本 思春 期 学 会,2011.8.27.

24.久 保 田知 洋,山 崎雄 一,嶽 崎 智子,赤 池 治美,野 中 由希 子,安 村 純子,鍬 田 直美,根 路 目安仁,今 中 啓 之,升 永 憲 治,武 井

修 治.全 身型JIA(sJIA)に 対 す る トシ リズ マ ブ(TCZ)の 長 期 使 用 成 績 第42回 九 州 リウマ チ 学 会 熊 本2011.9.11.

25.大 迫 由 紀,山 下 早 苗,鉾 之 原 昌,武 井 修 治.生 物 学 的 製 剤 は 若 年 性 特 発 性 関節 炎(JIA)のQOLを 改 善 した か?PedsQLを 用

い た検 討.第 回 日本 小児 保 健 学会.名 古屋 市,2011.9.1-3.

26.井 上 尚美,若 松 美 貴 代,吉 留厚 子:島 外 出産 を余 儀 な く され る離 島 にお け る妊 産 婦 と家 族 の 現 状,第52回 日本 母 性 衛 生 学 会,

京 都,2011.9.29.

27.武 井 修 治.小 児 全 身 性 エ リテ マ トー デ ス(SLE)の 難 治 性 病 態 と治 療 に 関 す る研 究.第21回 日本 小 児 リウマ チ学 会 総 会 ・学術

集 会(厚 生 労働 省 科 学研 究報 告)神 戸2011.10.15.

28.嶽 崎 智子,今 中啓 之,久 保 田 知洋,山崎 雄 一,根 路 目安 仁,野 中 由希 子,赤 池 治美,鉾 之原 昌,河 野 嘉 文,武 井修 治,小 児

リ ウマ チ性 疾 患 に 対 す る タ ク ロ リム ス の検 討.第21回 日本 小 児 リ ウマ チ 学会 総 会 ・学術 集 会 神 戸2011.10.14-16.

29.久 保 田知 洋,安 村 純 子,鍬 田 直美,赤 池 治美,嶽 崎智 子,山崎 雄 一,野 中 由希 子,今 中啓 之,升 永 憲 治,武 井 修 治.全 身型

JIAに お け る トシ リズマ ブ の長 期 成 績-Drug-free寛 解 を め ざ した 治 療 方 針 の検 討.第21回 日本 小 児 リ ウマ チ学 会 総 会 ・学 術

集 会 神 戸2011.10.14-16.

30. Kuroe N, Yoshidome A: The present situation of obstetrical medical institutions in kagoshima, Japan and the approach of two local 

 hospitals to the problem of dispatching midwives to Tanegashima city, The 3rd Korea Cina, Japan Conference, Seoul, 2011 October 26. 

31. Yamasaki Y, Kubota T, Nerome Y, Nonaka Y, Akaike H, Takezaki T, Imanaka H, Kawano Y, Takei S. Measuring S100Al2 and 

   vascular endothelial growth factor can differentiate familial mediterranean fever and early onset sarcoidosis from systemic juvenile 

   idiopathic arthritis. American college of Rheumatology, Chicago, 2011.11.4-9. 

32. Kubota T, Yamasaki Y, Nerome Y, Nonaka Y, Akaike H, Takezaki T, Imanaka H, Kawano Y, Takei S. Can long-term use of 

   Tocilizumab induce drug-free remission in systemic juvenile idiopathic arthritis refractory to steroid therapy? American college of 

   Rheumatology, Chicago, 2011.11.4-9. 

33. Yamanaka H, Harigai M, Inokuma S, Ishiguro N, Ryu J, Takei S, Takeuchi T, Tanaka Y, Sano Y, Koike T. Postmarketing surveillance 

   of tocilizumab for rheumatoid arthritis in Japan. Full analysis report of 7,901 patients. Annual scientific meeting of American College 

of Rheumatology (ACR), Chicago, US, 2011.11.8 (Arthritis Rheum 2011; 63 Suppl 10:2629.)

34.豊 島光雄,奥 野壽臣,米 衛ちひろ,根 路銘安仁,河 野嘉文,武 井修治.ヒ トヘルペスウイルス6型 の初感染による抗カルジ

オリピンIgG抗 体の誘導 第26回 日本臨床 リウマチ学会総会 ・学術集会 横浜2011.12.3-4.

D.そ の他

1)厚 生労働省科学研究費報告書

1.加 藤忠明,松 井陽,黒 田達夫,内 山聖,荒 川浩一,賀 藤均,横 谷進,神 埼晋,武 井修治,杉 原茂孝,伊 藤道徳,小 池健一,

有賀正,高 橋孝雄,須 磨崎亮,山 野邊裕二,仁 尾正記,中 村好一,坂 本なほ子,原 田正平,斉 藤進,西 連地利己,西 牧謙吾,

顧艶紅,竹 原健二.平 成20年 度小児慢性特定疾患治療研究事業の全国登録状況.小 児慢性特定疾患の登録 ・管理 ・解析 ・情

報提供に関する研究。平成22年 度総括 ・分担研究報告書.13-40,2011.3.

2.武 井修治,野 中由希子,赤 池治美.生 物学的製剤がもた らす若年性特発性関節炎(JIA)患 児 の生活機能の変化一PedsQLに

よる身体機能,精 神機能の評価.小 児慢性特定疾患の登録 ・管理 ・解析 ・情報提供に関する研究.平 成22年 度 総括 ・分担研

究報告書.129-136,2011.3.

3.武 井修治.小 児全身性エ リテマ トーデス(SLE)の 難治性病態と治療に関する研究.小 児期の リウマチ ・膠原病の難治性病態
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の診 断 と治療 に 関す る研 究,平 成22年 度 総括 研 究報 告 書,74-78,2011.3.

4.武 井修 治,山 崎 雄 一,西 小 森 隆 太,岡 藤 郁 夫,単 一 施 設 で 長 期 経 過 観 察 した 若 年 発 症 サル コイ ドー シス の 臨 床 経 過 か らみ

た診 断 基 準 作 成 の た め の 提 案.NOD2変 異 を基 盤 とす る ブ ラ ウ症 候 群/若 年 発 症 サル コイ ドー シ ス に対 す る診 療 基 盤 の 開発

に 関 す る研 究.平 成22年 度 総 括 ・分担 研 究報 告書,18-23,2011.4.

5.武 井 修 治,山 崎 雄 一.自 己炎 症 性 疾 患 の鑑 別 に有 用 なバ イ オ マ ー カ ー の検 討.TNF受 容 体 関連 周 期 性 症 候 群(TRAPS)の 病

態 の解 明 と診 断基 準 作成 に 関す る研 究.平 成22年 度 総 括 ・分 担研 究報 告 書,18-22,2011.5.

2)講 演

1.吉 留 厚 子:学 生 と共 に 生命 の誕 生 をみ つ め て.鹿 児 島 市 立 紫 原 中学 校1年PTAミ ニ 講 演 会,鹿 児 島 市 立 紫 原 中学 校,鹿 児

島 市,2011.1.13.

2.吉 留厚 子:看 護 研 究発 表 指 導.県 立大 島病 院 教 育指 導,奄 美 市,2011.1.22.

3.武 井 修 治.小 児 リ ウマ チ性 疾 患 の診 断 と最新 治療 一 そ の ピ ッ トフ ォ ール も含 め て.第8回 秋 田 県小 児 膠原 病 研 究会.秋 田 市

2011.1.29.

4.下 敷 領 須 美 子： 第34回 奄 美 地 区支 部 母 と女 性 教 職 員 の 会 講 演 「自分 を大 切 に生 き る こ と-思 春 期 の子 ど も に寄 り添 っ て-」

奄 美 市 立 朝 日中学 校 対 象 数60名 奄 美 市,2011.2.5.

5.下 敷 領 須 美 子:鹿 児 島 市 男女 共 同参 画 推 進 課 デ ー トDV予 防講 演 「互 い を 尊重 し合 うパ ー トナ ー シ ップ」 鹿 児 島 市 立郡 山 中

学校 105名 対 象 鹿 児 島市,2011.2.16.

6.下 敷 領 須 美 子:婦 人保 護 業務 に係 る相 談員 等 研 修 「DV被 害者 へ の対 応 」 鹿 児 島 県女 性 相 談セ ン タ ー 対 象者10名 鹿 児 島

市,2011.2.18.

7.下 敷 領 須 美 子:デ ー トDV予 防講 座 「互 い を 尊重 しあ うパ ー トナ ー シ ップ ～ これ っ て,ほ ん と うに愛 です か?～ 」 学校 法 人

鹿 児 島学 園加 治 木 女 子 高 等学 校 対象 者235名 姶 良 市,2011.2.23.

8.武 井 修 治.児 童 虐 待 。鹿 児 島ル ネ ッサ ン ス ア カデ ミー,鹿 児 島 市,2011.3.6.

9.山 下 早苗:少 子 化 と地域 子 育 て の諸 問題-小 児 救急 医療 の 現状 と課 題-,鹿 児 島 大 学 か ご しまル ネ ッサ ン ス ア カ デ ミー,

鹿 児 島 大 学,2011.3.6.

10.武 井 修 治.小 児 リ ウマ チ診 療 の現 状 と課 題.あ す な ろ会 関 西 ・中 国支 部 の集 い.高 槻 市2011.3.26.

11.井 上 尚美:こ れ も虐 待?～ も う知 らな い で は す ま され な い児 童 虐 待 ～.児 童 虐 待 防止 シ ン ポ ジ ウム,鹿 児 島 市,2011.4.3.

12.武 井 修 治.乳 幼 児 期 の病 気 と事故 につ い て.平 成23年 度 託 児 サ ポ ー タ ー養 成 講 座.鹿 児 島 市2011.5.17.

13.下 敷 領 須 美 子:性 に 関す る講 演 会 「互 い を尊 重 しあ うパ ー トナ ー シ ップ」 鹿 屋 高 等 学校 対象 者320名 鹿 屋 市,2011.6.10.

14.武 井 修 治.小 児 の 予 防接 種 に つ い て.思 春 期 保 健 健 康 教 育 の推 進 平成23年 度 教 育研 修 会 鹿 児 島 市,2011.6.18.

15.山 下 早苗:小 児 保 健,平 成23年 度 保 育 士試 験 準備 講 習 会,鹿 児 島 市,2011.6.19.

16.武 井 修 治.平 成23年 度 鹿 児 島 市保 育所 研 修 会.子 ど もの病 気 と予 防接 種 に つ い て.鹿 児 島 市,2011.6.25.

17.武 井 修 治.JIA診 療 のAtoZ-基 本 か ら盲 点 ま で,第4回 静 岡 小 児 膠 原 病 ・炎 症 性 疾 患 研 究 会,静 岡 市,2011.7.2.

18.下 敷 領 須 美 子:特 定 非 営 利 活 動 法 人Reばー す パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョン 「生 まれ る命 を想 う」 マ ル ヤ ガ ー デ ン ズ7階 対

象 者30名　 鹿 児 島 市,2011.7.3.

19.吉 留 厚 子:出 前 講座 大 学 で看 護 を学 ぶ こ とに よ り将 来 は,熊 本 県 立熊 本 北 高 等 学校,熊 本 市,2011.7.7.

20.山 下 早苗:小 児 看 護 学 「小児 看 護 の魅 力 」,出 張講 義,松 陽 高等 学校,鹿 児 島 市,2011.7.7.

21.吉 留厚 子:看 護 研 究 の基 礎 及 びデ ー タ解 析 入 門.鹿 児 島 大 学公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.7.24.

22.吉 留厚 子:「 看 護 研 究 計 画 書 とア ン ケ ー トの と りか た につ い て」 「看護 研 究 計 画 書 に対 す る指 導」.県 立 大 島病 院 教 育 指 導,

奄 美 市,2011.7.29-30.

23.吉 留 厚 子:看 護 管 理 概 説,平 成23年 度 認 定 看 護 管 理 者 制 度 フ ァー ス トレベ ル 教 育 課 程,鹿 児 島 県 看 護 協 会,鹿 児 島 市,

2011.8.3,8.9.

24.下 敷 領 須 美 子:鹿 児 島 県母 子 生活 支援 施 設 協 議 会 第46回 九州 ブ ロ ック母 子 生活 支援 施 設 研 究 大会 「傷 つ い て い る母 と子 に

施 設 や 社 会 で で き る こ とは」 パ ネ リス ト 鹿 児 島 市,2011.9.8.

25.武 井 修 治.育 児 を 楽 しむ コ ツ と落 と し穴.KTSマ タ ニ テ ィー コン サ ー ト2011鹿 児 島 市,2011.9.18.

26.武 井 修 治.JIAの 診 断 と難 治 性 病 態 に 対 す る 抗 サ イ トカ イ ン療 法.第10回 サ イ トカ イ ン 制 御 療 法 研 究 会 鹿 児 島 市,

2011.9.21.

27.吉 留 厚 子:性 教 育,思 春 期 の 男女 の 心 と体 の発 達 と変 化,伊 敷 台 小 学校,鹿 児 島 市,2011.10.21.
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28.下 敷 領 須 美 子:性 の 多様 性 と学校 現場 で の対 応,蒲 生 中学 校 教職 員 研 修 会,姶 良 市,2011.10.24.

29.下 敷 領 須 美 子:対 等 で互 い を 尊重 す るパ ー トナ ー シ ップ-デ ー トDVの 被 害者 ・加 害者 に な らな い た め に-,鹿 児 島 県 平成

23年 度 学 校 へ の 男 女 共 同参 画 お 届 けセ ミナ ー,県 立 枕 崎 高 等 学 校PTA講 演 会,2年 生 生 徒 ・教 職 員150名,枕 崎 市,

2011.10.26.

30.下 敷 領 須 美 子:母 子 保 健,ピ ア カ ウ ンセ リン グ ・エ デ ュケ ー シ ョン,JICA集 団 コー ス 「大 洋 州 地 域保 健 医 療 にお け る包 括

的 予 防 対 策 」,Problem-solvingSkills実 習,授 業 ・演 習 担 当,講 義2コ マ,演 習2コ マ,対 象 者 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア,サ

モ ア,ソ ロ モ ン諸 島,2011.10.28,29.

31.山 下 早苗:「 大 学 で 小児 看 護 を 学 ぶ魅 力 」,出 張講 義,鹿 児 島 県 立 大 島 高等 学校,名 瀬 市,2011.11.2.

32.下 敷 領 須 美 子:思 春 期 の こ こ ろ とか らだ-親 と子 の 関係 を 育 も う-,指 宿 市 立柳 田小 学校 教 育 講 演 会,PTA会 員250名,指

宿 市,2011.11.6.

33.下 敷 領 須 美子:デ ー トDVの 被 害 者 に な らな い た め に-対 等 な 関係 で愛 を育 も う-,鹿 児 島県 平成23年 度 学校 へ の 男女 共 同

参画 お届 けセ ミナ ー,鹿 児 島 市 立鹿 児 島 女子 高等 学校,全 学年 生徒 ・教職 員980名,鹿 児 島 市,2011.11.7.

34.武 井 修 治.関 節 型JIAの 診 断 と治 療.第16回 日本 整 形 外 科 学 会 認 定 リウマ チ 医 研 修 会 横 浜 市,2011.11.13.

35.吉 留厚 子:性 教 育,妊 娠 ・性 感 染 症(エ イ ズ)に つ い て,甲 東 中 学校,鹿 児 島 市,2011.11.17.

36.吉 留厚 子:出 前 講 座 大 学 で看 護 を学 ぶ こ とに よ り将 来 は,甲 南 高 等 学校,鹿 児 島 市,2011.11.18.

37.武 井 修 治.小 児 リ ウマ チ 性 疾 患 の 診 か た ・考 え方 一 コ ツ と 盲 点 を 中心 に.第2回 広 島 小 児 腎 と免 疫 研 究 会 広 島 市,

201Ll1.18.

38.下 敷 領 須 美 子,ピ ア カ ウ ンセ ラ ー:ピ ア エ デ ュ ケ ー シ ョ ン,鹿 児 島県 立 串 木 野 高 等 学 校1～3年 生220名 対 象,日 置 市,

2011.11.18.

39.下 敷 領 須 美 子:助 産 師 か ら の提 言,へ き地 離 島 周 産 期 医療 フ ォ ー ラム in種 子 島 産 声 は 地 域 の 宝-守 れ!へ き地 離 島 の

周 産 期-,120名,西 之表 市,2011.11.26.

40.下 敷 領 須 美 子:デ ー トDVを 予 防 しよ う-対 等 なパ ー トナ ー シ ップ を身 につ け る-,県 立鹿 屋 工業 高 等学 校 エ イ ズ講 演 会,

3年 生230名,鹿 屋 市,2011.12.7.

41.井 上 尚美:い の ち の創 造 とつ な が り～第 二 次性 徴 か ら考 え る ～.鹿 児 島 市 立 皇徳 寺 中 学校,鹿 児 島 市,2011.12.9.

42.井 上 尚美:性 感 染 症 っ て何?.鹿 児 島 市 立 皇徳 寺 中学 校,鹿 児 島 市,2011.12.15.

43.下 敷 領 須 美 子,ピ ア カ ウ ンセ ラ ー:講 演 「対 等 で 豊 か なパ ー トナ ー シ ッ プ を 育 も う」,ピ ア エ デ ュケ ー シ ョ ン,1～3年 生

「わ た し とあ な た の た め に-デ ー トDV-」 霧 島 市 教 育委 員 会 「人 権 セ ミナ ーin高 校 」 県 立 霧 島 高 等 学 校,全 校 生 徒354名,

霧 島 市,2011.12.15.

44.吉 留 厚 子:性 教 育 望 ま な い妊 娠 と性 感 染 症 を 防 ぐに は,国 分 南 中 学,国 分 市,2011.12.16.

45.吉 留 厚 子:教 育講 演 妊 娠 期 の保 健 指 導 の 留意 点及 び そ の 実 際,知 覧保 健 セ ン タ ー,2011.12.19.

46.下 敷 領 須 美 子:互 い を尊 重 しあ うパ ー トナ ー シ ップ,鹿 児 島 市男 女 共 同参 画デ ー トDV講 演会,鹿 児 島 市 立 明 和 中 学校2年

生93名,鹿 児 島 市,2011.12.20.

47.下 敷 領 須 美 子:対 等 で互 い を 尊重 しあ うパ ー トナ ー シ ップ-デ ー トDVの 被 害者 ・加 害者 に な らな い た め に-,県 立鹿 児 島

中央 高等 学校,1年 生326名,鹿 児 島 市,2011.12.21.

3)報 道 ・そ の他

1.吉 留厚 子:シ ア トル を訪 れ て.鹿 児 島 市 医報.2011;50(1):37-39.

2.若 松 美 貴代.大 草 レデ ィ ス ク リニ ック助 産 師長 田村 一 代 氏 に よ るセ ミナ ー 「医 師 と助 産 師 の協 働 す る助 産外 来 」,鹿 児 島 大

学 医 学部 保 健 学科 紀 要.2011.3,21:29-33.

3.下 敷 領 須 美 子,前 田 晶子,横 川 由 起子:鹿 児 島 大 学男 女共 同 参画 推 進 室編 集,鹿 児 島 大 学 男女 共 同参 画推 進 に 関す る意 識 調

査報 告 書.2011.5:1-25.

4.平 田伸 子1),吉 留厚 子(1)九 州 大 学):ニ ュ ー ス レタ ー の発 行 ・ホ ー ムペ ー ジ作 成 ・第94回 助 産 師 国 家試 験 問題 適 否 検 討 及 び

報 告.第1回(通 算47回)公 益 社 団 法人 全 国助 産 師 教 育 協議 会 定 時 総会 会 議 事.2011.6:p22.

5.平 田伸 子1),吉 留 厚 子,佐 藤 珠 美2),福 丸洋 子3),林 猪 都 子4),平 尾 幸 恵5),大 町福 美6),上 野 恵 子7),井 上 尚 美,若 松 美 貴

代,野 口ゆ か り1),仲 道 由紀1)(1)九 州 大 学,2)日 本 赤 十 字 九州 国 際看 護 大 学,3)九 州 医 療 セ ン ター 附 属 福 岡看 護 助 産 学 校,

4)大 分 県 立 看護 科 学 大 学
,5)佐 賀 県 立総 合 看 護 学 院,6)聖 マ リア 学 院 大 学,7)西 南 女 学 院 大 学):第94回 助 産 師 国家 試 験 分 析

報 告,公 益 社 団法 人 全 国助 産 師教 育協 議 会 平成22年 度 事 業活 動 報 告 書.2011.6:28-29.
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6.吉 留厚 子,佐 藤 珠 美1),平 田伸 子2),井 上 尚美,野 口ゆ か り2),仲 道 由 紀2),上 野 恵 子3)(1)日 本 赤 十 字 九 州 国 際 看 護 大 学,

2)九 州 大 学
,3)西 南 女 学 院 大 学):第94回 助 産 師 国 家試 験 問 題 の 修 正 イ ー ベ ル 法 に よ る分 析 結 果.公 益 社 団 法 人 全 国助 産 師

教 育 協議 会 平成22年 度 事業 活 動 報 告 書.2011.6:p30.

7.武 井 修 治 監 修.抗TNFα 抗 体 製 剤 「ヒュ ミ ラ」 をつ か っ た 若 年 性 特 発 性 関 節 炎 の 治 療 に つ い て.リ ノ メ デ ィ カ ル 社.

2011.7.

8.武 井 修 治.JournalClub.分 子 リ ウマ チ 治療2011.1,4(1):44.

9.乳 幼 児 の テ レ ビ ・ビデ オ 視 聴 か ら と らえ た 育 児 環 境 と母 親 の意 識,若 松 美 貴 代,武 井 修 治,小 児 保 健 か ご しま,第24号,

2011.8,p4-5.

10.武 井 修 治.SLEと 診 断 され た 生 徒 が復 学 して き ま した 。健2011.9,40(6):10-12.

11.武 井 修 治.若 年 性 特発 性 関節 炎(JIA)の 診 断 と治 療.マ ルホ 整 形 外 科 セ ミナ ー.2011.11,204:40-43.

12.下 敷 領 須 美 子.国 内外 で デ ー トDV予 防 教 育 の研 究 を展 開.鹿 大 ジ ャー ナ ル.2011.11,188:8-9.

4)地 域 貢 献活 動

1.下 敷 領 須 美 子:鹿 児 島 市若 年 者 に 対す るDV防 止 啓 発 テ レ ビ スポ ッ ト制 作 ・放 送 業 務 委 託 業 者 選 定 委 員

2.下 敷 領 須 美 子:か ご しま 県 民 交流 セ ン タ ー 「若 者 の た め の ピア カ ウン セ リン グ 事 業」 の 共催

〔地 域 看 護 ・看 護 情 報 学 講 座 〕

A.著 書

B.論 文

1.春 山 早苗,田 村 須 賀 子,鈴 木 久美 子,須 永恭 子,関 山 友子,波 多 野浩 道,児 玉慎 平:へ き 地診 療 所 に お け る 医 師 と看 護 師 と

の連 携 に 関す る研 究.日 本 ル ー ラル ナ ー シ ン グ学 会,6巻,35-49,2011.5.20.

2.秦 麻 希 子,大 友 優 子:日 本 の 結 核 対 策 に お け る 地 域 組 織 活 動 の 継 続 要 因 に 関 す る研 究.保 健 師 ジ ャ ー ナ ル2011;67(3):

224-231.

3.大 友 康 博,大 友 優 子:非 営利 組 織 の連 携 に よる 生活 困 窮者 の食 の 支援 に 関す る基 礎 的研 究報 告 書.い の ち と く ら し研 究所 報

2011;36:48-69.

4.南 部 泰 士,佐 々木 希,南 部 美 由紀,佐 々 木英 行,桐 原 優 子,月 澤 恵子,今 野谷 美 名 子,高 橋 俊 明:秋 田 県 南部 前期 高齢 者 女

性 の介 護 予 防基 本 チ ェ ック リス トと骨 密 度 の 関連.日 本 農 村 医 学 会雑 誌,2011;60(2)176-84.

C.学 会 発 表

1.菊 池 友美,森 隆 子,波 多 野 浩 道:孤 立 小 型 離 島 にお け る保 健 師 の役 割 モ デ ル の 探 索.日 本 ル ー ラル ナ ー シ ン グ学 会 第6回 学

術 集 会,旭 川,2011.10.15.

2.大 友 優 子:母 子 世 帯 の健 康 状 況 と必 要 な 支援 施 策 に 関す る研 究 第59回 日本 社 会福 祉 学会 秋 季 大会.千 葉,2011.10.8.

3.見 玉慎 平:患 者 の積 極 性 の 患者 安 全へ の影 響 の検 討-患 者 の 姿勢 と看 護 師 の安 全 文化 の 関係-.第1回 日本 看 護 評 価 学会 学

術 集 会,東 京 都,2011.3.5.

4.神 田 純子,今 利 雅 子,久 木 野 つ か さ,谷 口里美,山 下 智美,濱 松 しの ぶ,友 栗 英 子,兒玉 慎 平:転 倒 転 落 に対 す る看 護 師 の

直感 につ い て.第42回 日本 看 護 学 会:看 護 管理,神 戸 市,2011.10.14.

5.森 隆 子,兒玉 慎 平,波 多 野 浩 道:A島B町 に お け るSocial Capita1と 健 康 状 態 との 関 連.日 本島嶼 学 会2011年 次 大 会,徳 之

島,2011.9.10.

6.森 隆 子,兒玉 慎 平,波 多 野 浩 道:Social Capitalが 地 域 住 民 の 健 診 の受 診 お よび 主 観 的健 康 感 に 与 え る影 響 の 検 討 。 第70回

日本 公 衆 衛 生 学会 総 会,秋 田 市,2011.10.20.

7.南 部 泰 士:介 護 予 防 基本 チ ェ ック リス トの うつ項 目の検 討.鹿 児 島 大 学保 健 医療 研 究 会第5回 合 同研 究発 表 会,鹿 児 島 市,

2011.8.

8.南 部 泰 士:健 診 を 受 診 せ ず,病 院 で 把 握 され た 特 定 高 齢 者 候 補 者 の 特 徴 。 第70回 日本 公 衆 衛 生 学 会 総 会,秋 田 市,

-14-
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2011.10.19.

9.南 部 泰 士,佐 々木 希,南 部 美 由紀,佐 々木 英 行,桐 原 優 子,月 澤 恵子,今 野谷 美 名 子,高 橋 俊 明1秋 田 県 南部 前期 高齢 者 女

性 の介 護 予 防基 本 チ ェ ック リス トと骨 密 度 の 関連.第60回 日本 農 村 医 学会 学術 総 会,岐 阜 市,2011.11.11.

D.そ の他

1)論 文 ・報 告 書

2)講 演

1.波 多 野浩 道:か ご しま 市 民健 康55プ ラ ン推 進 検 討 会 講 師 「最 終評 価 か ら次 期 計 画策 定 へ」2011.3.29.

2.波 多 野 浩 道:医 療 ・福 祉 か らみ た 奄 美 豪 雨 災 害 の 実 態 と 特 徴.第2回 奄 美 豪 雨 災 害 調 査 委 員 会 中 間 報 告,鹿 児 島 市,

2011.9.8.

3.大 友 優 子:在 宅看 護.臨 床 指 導者 講 習 会,鹿 児 島 県看 護 協 会,鹿 児 島 市,2011.1.13.

4.大 友 優 子:こ れ か らの保 健 師 に 求 め られ る こ と一魅 力 あ る保 健 師 を 目指 して 一,鹿 児 島 県新 人 保 健 師研 修 会講 師,鹿 児 島 県

庁,鹿 児 島 市,2011.1.31.

5.兒玉 慎 平:看 護 研 究発 表 会講 評,国 立療 養 所 星塚 敬 愛 園看 護 部研 修,鹿 屋 市,2011.2.8,

6.兒玉 慎 平:収 集 した 情報 を どの よ うに 分析 す る か.鹿 児 島 県看 護 協会 大 隅 地 区研 修,鹿 屋 市,2011.326.

7.見 玉 慎 平:情 報 テ ク ノ ロジ ー(情 報 検 索).鹿 児 島 県 看護 協会 認 定看 護 管 理 者 制 度 セ カ ン ドレベ ル 講 習,鹿 児 島 市,2011.9.2.

8.兒玉 慎 平:比 較 の 重 要 性 と検 定 の意 義,分 析 の 進 め 方.医 療 法 人 七 徳 会 大 井 病 院看 護 部 研 修,姶 良市,2011.10.1,2011.12.3.

9.森 隆子:小 規 模島嶼 に お け る看 護 研 究 に つ い て.東 京 大学 大 学 院 医 学 系研 究科 地域 看 護 学 教 室研 究 会,東 京 都,2011.10.24.
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〔理 学 療 法 学 専 攻 〕

A.著 書

1.米 和徳,小 宮節 郎:9.脊 椎 ・脊 髄 疾 患,7.後 縦 靭 帯骨 化 症,8.強 直性 脊 椎炎,9.脊 椎腫 瘍,10.脊 髄腫 瘍,11.脊 髄 損 傷,

図解 整 形 外科　改訂2版,金 芳 堂,pp186-198,2011.1.

B.論 文

 1 . Tofuku K, Koga H, Yone K, Komiya S: Conservative treatment with hyperbaric oxygen therapy for cervical spondylotic amyotrophy. 

Spinal Cord. 2011 Jun; 49 (6) : 749-753. 

2 . Tofuku K, Koga H, Ijiri K, Ishidou Y, Yamamoto T, Zenmyo M, Yone K, Komiya S: Combined Posterior and Delayed Staged Mini-

   open Anterior Short-segment Fusion for Thoracolumbar Burst Fractures. J Spinal Disord Tech. 2011 Mar 21. [Epub ahead of print]

3.宮 口文宏,山 王朋 佳,東 午 郎,廣 田仁 志,武 富 栄 二,古 賀 公 明,松 永俊 二,石 堂康 弘,米 和徳,小 宮節 郎:腰 椎変 性 側

湾 症 に対 して 内視 鏡 視 下 除 圧 術 を施 行 した症 例 の術 後 成 績 と腰 椎 ア ライ メ ン トの 変化.Journal of Spine Research 2011;2(3):

482.

4.田 邊 史,瀬 戸 口啓 夫,川 畑 直也,あ べ松 昌 彦,竹 之 内 剛,山 元 拓哉,井 尻 幸成,米 和徳,小 宮節 郎:慢 性 圧 迫 性 脊 髄 障

害 にお け る凝 集 蛋 白 とオ ー トフ ァ ジ ー の 関 与-低 酸 素 条 件 下 マ ウ ス 神 経 幹 細 胞 株MEB5に よ る 検 討-.Journal of Spine

Research2011;2(3):508.

5.山 元拓 哉,井 尻 幸 成,善 明美 千 久,川 畑 直也,田 邊 史,竹 之 内 剛,河 村 一 郎,米 和徳,小 宮 節 郎:NF-1に 伴 うdystrophic

spinal changeに 対 す る全 脊 柱CTに よ る評 価 の 検 討.Journal of Spine Research2011;2(3):616.

6.竹 之 内 剛,井 尻 幸 成,山 元 拓 哉,善 明美 千 久,田 邊 史,武 冨 栄 二,米 和 徳,小 宮 節 郎:生 物 学 的 製 剤infliximab3年 以

上継 続 使 用 リウマ チ 患 者 にお け る頚 椎 病 変 の放 射 線 学 的 前 向 き調 査-RAに 対 す るBio治 療 は頚 椎 病 変 の 進 行 を 抑 制 す る-.

Journal of Spine Research 2011;2(3):655.

7.米 和徳,田 邊 史,楕 松 昌彦,山 元拓 哉,井 尻 幸成,小 宮節 郎:特 集 痛 み と しび れ の サ イ エ ン ス-基 礎 と臨床 椎 間 板

ヘ ル ニ ア.脊 椎 脊 髄 ジ ャ ー ナル2011;24(5):523-528 .

8.田 邊 史,米 和 徳,瀬 戸 口啓 夫:Autophagy.整 形 外 科,2011;62(12):1300.

 9 . Kiyama R, Fukudome K, Hiyoshi T*, Umemoto A*, Yoshimoto Y, Maeda T (*Kajiki Onsen Hospital) : The loss of dexterity in the 

   bilateral lower extremities in patients with stroke. Journal of Appllied Biomechanics 2011; 27: 122-9.

10.吉 本 隆 治*,梅 本 昭 英*,奥 民 世*,本 田恵 祐*,西 修*,海 陸 久 美*,木 山良 二,前 田哲 男,中 村 浩 一 郎*(*田 上 記 念 病 院)

体重 計 を 用 い た 定 量 的筋 力測 定方 法 の 開発.理 学療 法 学2011;38,34-38.

 11. Shimada H, Sakakima H, Tsuchimochi K, Matsuda F, Komiya S, Goldring MB, Ijiri K: Senescence of chondrocytes in aging articular 

cartilage: GADD45 /3 mediates p21 expression in association with C/EBP /3 in senescence-accelerated mice. Pathol Res Pract. 2011; 

207(4): 225-31. 

12. Khan M, Sakakima H, Dhammu TS, Shunmugavel A, Im YB, Gilg AG, Singh AK, Singh I: S-nitrosoglutathione reduces oxidative 

   injury and promotes mechanisms of neurorepair following traumatic brain injury in rats. J Neuroinflammation. 2011; 8: 78-94. 

13. Tanabe F, Yone K, Kawabata N, Sakakima H, Matsuda F, Ishidou Y, Maeda S. Abematsu M, Komiya S, Setoguchi T: Accumulation 

   of p62 in degenerated spinal cord under chronic mechanical compression: Functional analysis of p62 and autophagy in hypoxic neuronal 

cells. Autophagy. 2011; 7 (12) : 1462-1471. 

14. Miyazaki M, Sakakima H, Goto T, Kiyama R, Matsuzaki T, Ijiri K, Yoshida Y: Isokinetic trunk and knee muscle strengths and gait 

performance in walking patients with T-cell lymphotropic virus type 1-associated myelopathy/ tropical spastic paraparesis (HAM/TSP) . 

   2011; 14: 19-26.

C.学 会発表

1.宮 口文宏,山 王朋佳,東 午郎,廣 田仁志,武 富栄二,古 賀公明,松 永俊二,石 堂康弘,米 和徳,小 宮節郎:1.腰 椎 変

性側湾症に対 して内視鏡視下除圧術を施行 した症例の術後成績 と腰椎アライメン トの変化.第40回 日本脊椎脊髄病学会,東

京,2011.4.21-23.

2.田 邊 史,瀬 戸 口啓夫,川 畑直也,あ べ松昌彦,竹 之内剛,山 元拓哉,井 尻幸成,米 和徳,小 宮節郎:2.慢 性圧迫性脊

髄障害における凝集蛋白とオー トファジーの関与-低 酸素条件下マウス神経幹細胞株MEB5に よる検討-.第40回 日本脊
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椎 脊 髄 病 学会,東 京,2011.4.21-23.

3.山 元 拓 哉,井 尻 幸 成,善 明 美 千 久,川 畑 直 也,田 邊 史,竹 之 内 剛,河 村 一 郎,米 和 徳,小 宮 節 郎13.NF-1に 伴 う

dystrophic spinal changeに 対 す る全 脊 柱CTに よる評 価 の検 討.第40回 日本脊 椎脊 髄 病 学 会,東 京,2011.421-23.

4.竹 之 内 剛,井 尻 幸 成,山 元 拓 哉,善 明美 千 久,田 邊 史,武 富 栄 二,米 和 徳,小 宮 節 郎:生 物 学 的 製 剤infliximab3年 以

上継 続 使 用 リ ウマ チ 患者 にお け る頚 椎 病 変 の放 射 線 学 的 前 向 き調 査-RAに 対 す るBio治 療 は 頚 椎病 変 の進 行 を 抑制 す る-.

第40回 日本 脊 椎 脊 髄 病 学 会,東 京,2011.4.21-23.

 5.  Fumito Tanabe, Kazunori Yone, Naoya Kawabata, Takuya Yamamoto, Setsuro Komiya, Takao Setoguchi: Accumulation of p62 

   promote neurodegeneration of spinal cord under chronic mechanical compression. APOA Spine and Pediatric sections 2011, Gifu, 

2011.6.1-4.

6.宮 口文宏,海 江 田 光禅,堀 川 良治,東 福 勝 宏,古 賀 公 明,松 永俊 二,今 給 黎 尚典,鹿 田仁 志,坂 本 光,武 富 栄 二,石 堂 康

弘,山 元 拓 哉,井 尻 幸成,米 和 徳,小 宮節 郎:70才 以 上 の 高齢 者 に お け る脊 椎 手術 の合 併症.第75回 西 日本 脊椎 研 究会,

福 岡,2011.6.10.

7.川 畑 直也,井 尻 幸 成,田 連 史,棈 松 昌彦,山 元拓 哉,米 和徳,小 宮節 郎:強 直性 脊椎 炎 に よ る胸 椎後 轡 に伴 う不安 定性

腰 椎 に対 し矯 正 固 定術 を施 行 した1例.第121回 西 日本 整 形 災 害外 科 学 会,福 岡,2011.6.11-12.

8.楕 松 昌彦,井 尻 幸 成,山 元拓 哉,田邊 史,竹 之 内 剛,斉 藤 嘉 信,米 和徳,小 宮節 郎:胸 椎 後 縦 靭 帯骨 化 症 に 対す る術

後成 績 の検 討 一2008年 以 降 の短 期 成 績.第121回 西 日本 整 形 災 害外 科 学 会,福 岡,2011.6.11-12.

9.田 邊 史,井 尻 幸成,山 元 拓 哉,斎 藤 嘉 信,棈 松 昌 彦,竹 之 内 剛,川 畑 直 也,米 和 徳,小 宮 節 郎:Cobb角30° 以 上 の腰 椎

変性 側 奪症 に対 す る 後 方矯 正 固 定術 の 手術 成 績 の検 討.第121回 西 日本 整 形 災 害外 科 学会,福 岡,2011.6.11-12.

10.中 島 隆 之,井 尻 幸 成,山 元拓 哉,田 邊 史,竹 之 内 剛,棈 松 昌彦,米 和徳,小 宮節 郎:椎 間板 切 除術 後 に硬 膜 内迷 人 を認

め た椎 間板 ヘ ル ニ ア の治 療 経 験.第121回 西 日本 整 形 災 害外 科 学会,福 岡,2011.6.11-12.

11.山 元 拓 哉,井 尻 幸 成,川 畑 直也,田 邊 史,竹 之 内 剛,棈 松 昌彦,河 村 一 郎,米 和 徳,小 宮節 郎:骨 成 熟前 の脊 柱 変 形 に

対 す る前 後 合 併 手 術 の経 験.第121回 西 日本 整 形 災 害外 科学 会,福 岡,2011.6.11-12.

12.永 井 良治,前 田哲 男,金 子 秀 雄,中 原 雅 美,松 田 憲 亮,田 原 弘 幸,木 山 良 二,米 和徳,井 上 明 生:股 関節 に過 負 荷 に な る

身体 活 動 量 に つ い て.第38回 日本 股 関節 学会 学術 集 会,鹿 児 島,2011.10.7-8.

13.田 邊 史,米 和 徳,川 畑 直 也,小 宮 節 郎,瀬 戸 口啓 夫:慢 性 圧 迫 性 脊 髄 障 害 にお け るp62,オ ー トフ ァ ジー の機 能 解 析.

第26回 日本 整 形 外 科 学会 基礎 学術 集 会,前 橋,2011.10.20-21.

14.井 尻 幸成,山 元 拓 哉,川 畑 直也,棈 松 昌 彦,米 和 徳,小 宮節 郎:Instrumentation使 用 頸椎 後 方 手 術 に対 す る再 手 術 例 の検

討.第76回 西 日本 脊 椎 研 究会,福 岡,2011.11.25.

15.山 元 拓哉,井 尻 幸 成,川 畑 直 也,田 邊 史,棈 松 昌彦,永 田政 仁,中 川 路 愛 弓,米 和 徳,小 宮 節 郎:Pediclescrewを 用 い

た胸 椎 側 沓 症 手術 に お け る術 後flatback対 策.第76回 西 日本 脊 椎 研 究 会,福 岡,2011.11.25.

16.棈 松 昌彦,山 元拓 哉,斉 藤 嘉信,川 畑 直也,永 田 政仁,中 川 路愛 弓,田 邊 史,井 尻 幸成,米 和徳,小 宮節 郎:脊 椎 手術

に お け る3次 元 立体 模 型 の有 用 性.第76回 西 日本 脊 椎 研 究会,福 岡,2011.11.25.

17.中 川 路愛 弓,井 尻 成,川 畑 直也,山 元拓 哉,米 和 徳,小 宮節 郎,川 内義 久,鮫 島 浩 司,富 村 奈 津 子:突 起 後方 偽 腫 瘍 の

1例-病 理 学 的検 討 を加 え て.第122回 西 日本 整 形 ・災 害外 科 学 会,熊 本,2011.11.26-27.

18.棈 松 昌彦,井 尻 幸 成,川 畑 直也,永 田政 仁,中 川 路愛 弓,田 達 史,山 元拓 哉,米 和徳,小 宮節 郎:術 後髄 液 漏 に対 す る

閉鎖 術-筋 膜 再 建 とポ リグ リコ ール 酸 フ ェル ト併 用,第122回 西 日本 整 形 ・災 害外 科 学会,熊 本,2011.11.26-27.

19.宮 口文宏,古 賀 公 明,松 永 俊 二,今 給 黎 尚典,坂 本 光,武 冨栄 二,田 邊 史,石 堂康 弘,米 和 徳,小 宮節 郎:腰 椎 変性

側 弩 症 に 対す る 内視 鏡 視 下後 方 除圧 術.第76回 西 日本 脊椎 研 究会,福 岡,2011.11.25.

20.井 尻 幸成,田 邊 史,川 畑 直也,棈 松 昌彦,山 元拓 哉,武 富 栄 二,米 和 徳,小 宮節 郎:腰 椎 変性 側 湾症 に対 す る後 方矯 正

固 定術 の成 績-固 定範 囲 に対 す る 考察.第122回 西 日本 整 形 ・災 害外 科 学会,熊 本,2011.11.26-27.

21. Kosei Ijiri, Fumito Tanabe, Takuya Yamamoto, Kazunori Yone, Setsuro Komiya: The preventive effect of Infliximab on progression of 

 cervical lision in RA patients: A prospective, controlled study following more than three years. Cervical Spine Research Society 39' 

   annual Meeting, Scottsdale AZ, USA, Dec 8-10, 2011.

22. Yoshihiro Yoshida, Akihisa Takamori, Masako Ikutomo, Kunihiro Miyazaki, Yoshiki Yamasaki, Hironobu Sawada, Kanako Kinoshita.

Chisako Sono, Masafumi Yokai, Harutoshi Sakakima, Fumiyo Matsuda:

脳梗塞の病態に与える影響について

神経栄養因子 ミッドカイン遺伝子の欠損がマウス実験的

The effects of defect of midkine on the cerebral infarction in mouse. 第34回 日本神経科学大

会,横 浜,2011.9.15.
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23.上 橋 秀 崇,中 条 一 茂,大 重 匡,土 屋 政 寛:知 覚 情 報 をイ メ ー ジ す る こ とに よ る手 指 屈 曲 時 の脳 の 変 化-f-MRIを 用 い て の

比較 ・検 討-,第46回 日本 理 学療 法学 術 大会,宮 崎 県 宮崎 市,2011.5.28.

24.大 重 匡,粟 田美 湖:簡 便 な 部 分 浴 の 検 討 に つ い て,第33回 九 州 理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 合 同 学 会,福 岡 県 北 九 州 市,

201Ll1.19.

25.秦 一 貴,福 留 清 博(PhD),上 嶋 明(PhD),西 智 洋,川 井 田豊,松 下 寿 史,川 井 田繁:ビ デ オ ゲ ー ム を 用 い た バ ラ ン ス ア プ ロ ー

チ と足圧 分布 の 関係.第46回 日本 理 学 療 法 学術 大 会,宮 崎,2011.5.

26.西 智 洋,福 留 清 博(PhD),米 和 徳(MD),前 田哲 男,川 井 田豊,秦 一 貴,平 田敦 志,前 田誠:上 肢 運 動 機 能 の 定 量 的評 価 シ

ス テ ム の 実現 を 目指 して.III.頚 髄 症 患者 描 画 能 力 の利 き 手 非利 き 手 間 の 比較,第46回 日本 理 学療 法 学術 大 会,宮 崎,2011.5.

27.平 田敦,福 留 清 博,西 智 洋,川 井 田豊,秦 一 貴,前 田誠,上 嶋 明,米 和徳,川 井 田繁:バ ー チ ャル リア リテ ィ を応 用 した 運

動 療 法 の試 み.II.映 像 刺 激 に 対 す る運 動 反 応 の 特 徴,第11回 日本VR医 学 会 学 術 大 会,奈 良,2011.8.

28.平 田敦 志,福 留 清 博,秦 一 貴,西 智 洋,川 井 田豊,前 田誠,米 和 徳:バ ー チ ャル リア リテ ィ を応 用 した運 動 療 法 の 試 み.III.

市販 ビデ オ ・ゲ ー ム 対す る運 動 反 応 の 定 量化,日 本 デ ジ タル ゲ ー ム 学会2011年 次 大会,京 都,2012.2.

29.福 留 清 博,秦 一 貴,平 田敦 志,上 嶋 明,大 倉 和朗,柳 田信 彦,西 智宏,川 井 田 豊,前 田誠:バ ー チ ャ ル リア リテ ィ を応 用 し

た運 動 療 法 の試 み.IV.開 発 した ビデ オ ・ゲー ム対 す る身 体 運 動 反 応,日 本 デ ジ タ ル ゲ ー ム 学 会2011年 次 大 会,京 都,2012.2.

30.原 田雄 大*,池 田聡*,大 渡 昭彦,上 川 百合 恵*,吉 田輝*,根 路銘 周 子*,山 下真 紀*,川 平 和美*(*鹿 児 島 大 学 大 学 院 医歯 学

総 合 研 究 科 先 進 治 療 科 学 専 攻 運 動 機 能修 復 学 講 座 機 能 再 建 医 学):霊 長 類 を用 い た脳 梗 塞 片 麻痺 長 期 生 存 モ デ ル の作 成 と機

能 回復 に 関す る研 究,第48回 日本 リハ ビ リテ ー シ ョン 医学 会 学術 集 会,千 葉,2011.11.2.

31.木 山 良 二,前 田哲 男:筋 疲 労 に よ る 固有 受容 感 覚 の 低 下 が筋 出 力 の 制御 に与 え る影 響,第46回 日本 理 学 療 法 学 術 大 会,宮 崎

県,2011.5.27.

31.徳 永 健*,坂 元 将也**,石 峰 幸恵*,宮 崎 雅 司,貴 嶋 芳文***,木 山 良 二,前 田 哲男(*川 辺 生 協病 院,**鹿 児 島 生 協 病 院,***藤

本 早 鈴 病 院):語 想 起課 題 が歩 行 時 の足 部 の働 き に及 ぼ す影 響,第46回 日本 理 学 療 法 学術 大 会,宮 崎 県,2011.5.28.

32.永 井 良 治*,前 田哲 男,金 子 秀 雄*,吉 住 浩 平*,中 原 雅 美*,松 田憲 亮*,木 山 良 二,大 渡 昭 彦,米 和 徳,井 上 明生**(*国 際 医 療

福 祉 大 学 福 岡 リハ ビ リテ ー シ ョ ン学 部,**柳 川 リハ ビ リテ ー シ ョ ン病 院):変 形 性 股 関 節 症 術 後 患 者 の 身 体 活 動 量 に 関す る

研 究 股 関節 に過 負 荷 に な る身 体活 動 量 に つ い て,第46回 日本 理 学療 法 学術 大会,宮 崎 県,2011.5.27.

33.宮 崎 雅 司,川 田 将 之,木 山 良 二,池 田聡,榊間 春 利:HTLV-1 associated myelopathy (HAM)患 者 の歩 行 分析,第46回 日本 理

学療 法学 術 大会,宮 崎 県,2011.5.27.

34.上 野 友愛,木 山 良 二,川 田 将 之,前 田哲 男:step　 lengthが 足 趾 荷 重 量 と足 趾 の運 動 に与 え る影 響,第33回 九州 理 学療 法 士 ・作

業療 法 士合 同 学会,福 岡 県,2011.11.19.

35.小 門 知笑 子*,川 田将 之,木 山良 二,前 田哲 男(*社 会 福 祉 法人 向 陽 会 や ま び こ医 療 福 祉 セ ン ター):介 助 動 作 に お け る介 助 者

の 手 の位 置 が腰 部 負 荷 に及 ぼす 影 響 第33回 九州 理 学 療 法 士 ・作 業療 法 士合 同 学 会,福 岡 県,2011.11.19.

36.宮 崎 雅 司,川 田将 之,木 山 良 二,池 田聡,榊 間春 利：HTLV-1 associated myelopathy (HAM)患 者 の歩 行 分 析-ス テロ イ ドパ

ル ス療 法 前 ・後 と理 学療 法介 入 後 の比 較-.第46回 日本 理 学療 法 学術 大会,宮 崎 市,2011.5.

37. Fumiyo Matsuda, Harutoshi Sakakima, Kazunori Yone, Yoshihiro Yoshida: The effects of early exercise on brain damage and recovery 

   after forcal cerebral infarction in rats. WCPT, Amsterdam, 2011.6. 

38. Megumi Sakasegawa, Fumiyo Matsuda, Ai Irie, Keiko Ikeda, Harutoshi Sakakima, Kazunori Yone, Yoshihiro Yoshida: The effects of 

   early low-intensity exercise on rat soleus after focal cerebral infarction in rats. WCPT, Amsterdam, 2011.6.

D.そ の他

2)講 演

1.前 田哲 男,大 渡 昭 彦,木 山 良 二:理 学 療 法 士 ・作 業 療 法 士 の た め の や さ しい 生 体 力 学.平 成22年 度 鹿 児 島 大 学 医学 部 保 健 学

科 理 学療 法学 専攻 公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.6.18,7.2.

2.吉 元 洋 一:鹿 児 島 市 に お け る 特 定 高齢 者 運 動 機 能 向 上 事 業 につ い て.鹿 児 島 市,2011.2.8.

3.吉 元洋 一:高 齢 者 の 自立 支援 ・介 護 予 防II～ 廃 用 症 候 群 の 予 防 ～.鹿 児 島 市保 健 所,2011.6.22.

4.吉 元洋 一:理 学療 法 学,平 成23年 度 「大 学 出 張講 義」,熊 本 県 立熊 本 北 高 等 学校,2011.7.7.

5.吉 元 洋 一:肩 と腰 へ の アプロー チ,平 成22年 度 鹿 児 島 大 学 医 学部 保 健 学科 公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.8.20.

6.米 和徳:整 形 外 科 手術 とフ ィ ブ リン糊.ア ス テ ラ ス製 薬 レク チ ャ ー ミー テ ィ ン グ,鹿 児 島,2011.1.24.

7.米 和徳:外 傷 性 頚 部症 候 群-最 近 の 考 え方-.労 災研 修 会,鹿 児 島,2011.1.25.
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8.米 和徳:外 傷 性 頚 部症 候 群 と腰 椎 捻 挫.自 賠 研 修 会,鹿 児 島,2011.3.24.

9.米 和徳:運 動 器 疾 患 の理 学 療 法 に必 要 な画 像 の 見方.鹿 児 島理 学療 法 士 協会 研 修 会,鹿 児 島,2011.5.22.

10.米 和徳:高 齢 者 の介 護-整 形 外 科 の 立場 か ら-.鹿 児 島 大 学 医 学部 保 健 学科 公 開講 座,鹿 児 島,2010.8.20.

11.大 重 匡:脳 卒 中 の介 護 方 法 につ い て.平 成23年 度 鹿 児 島 大 学 医 学 部保 健 学 科 公 開講 座,鹿 児 島 市,2011.8.20.

12.大 重 匡:リ ハ ビ リテ ー シ ョン看 護"最 後 ま で そ の 人 ら し く"を 支 え る.平 成23年 度 鹿 児 島 大学 医学 部 保 健 学科 公 開講 座,鹿

児 島 市,2011.9.3.

13.大 重 匡:理 学 療 法 の研 究方 法 論.平 成23年 度 日本 理 学療 法 士 協会 新 人 教 育 プ ログ ラ ム,鹿 児 島 市,2011.10.16.

14.大 重 匡:内 部 障 害 に 対す る理 学療 法 の進 め方.日 本 理 学療 法 士協 会研 修 部,熊 本 県熊 本 市,2012.10.23.

15.大 重 匡:内 部 障 害 に 対す る理 学療 法 の進 め方.日 本 理 学療 法 士協 会研 修 部,東 京 都 大 田 区,2012.11.13.

16.大 重 匡1内 部 障 害 に 対す る理 学療 法 の進 め方.日 本 理 学療 法 士 協 会研 修 部,福 岡 県福 岡 市,2012.12.11.
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〔作 業 療 法 学 専 攻 〕

A.著 書

B.論 文

1.井 上 和博,元 野 耕 平*(*関 西 リハ ビ リテ ー シ ョン病 院)1幼 児 期 広 汎 性 発 達 障 害 児 の身 体 模 倣 に つ い て.鹿 児 島大 学 医学 部

保 健 学科 紀 要 2011;21:21-28.

2.幸 福 圭 子,井 上 和 博:摂 食 を拒 否 す る 子 ど もの 状 況 と対 応 の あ り方-1症 例 へ の 介 入 を通 して-.小 児 保 健 研 究 2011;70

(3):420-427.

3.田 中 綾 子*,簗 瀬 誠(*大 隅病 院):精 神 障 害 者 を もつ 家族 の介 護 負 担 感 に 関連 す る要 因-家 族 支 援 と して の 精 神 科 作 業 療

法 の在 り方 の検 討-.作 業療 法2011;30:411-421.

C.学 会 発 表

1.金 山 リサ*,中 村 美 香*,満 留敏 弘*,工 藤 誓 子*,柳 田信 彦(*鹿 児 島精 神 衛 生 協 会横 山病 院):服 薬 自己 管理 マ ニ ュ アル の 作

成 に あ た っ て ～服 薬 ア ドビア ラ ン ス確 立 に 向 け て の 当 院 で の 取 り組 み ～,第1回 鹿 児 島精 神 衛 生協 会 合 同 学会,鹿 児 島 市,

2011.12.

2.窪 田正 大:注 意 障 害 を伴 っ た脳 血 管 障 害 患 者 の 認 知 リハ ビ リテ ー シ ョン-Computer-assisted Attention Training-.第28回

鹿 児 島 高 次脳 機 能 研 究会 創 立23周 年 記 念 特別 セ ミナ ー 「鹿 児 島 高 次脳 機 能 研 究 の進 歩 」.2011.4.

3.眞 田俊 介*,末 廣 昌 平*,柳 田信 彦(*鹿 児 島 県 立 姶 良病 院):医 療 観 察 法病 棟 の 作 業療 法活 動 に お け る 一 考 察.第22回 鹿 児 島

県作 業療 法学 会,鹿 児 島 市,2011.3.

4.猿 渡 淳*,松 元 友和*,吉 満 孝 二(*高 田病 院):透 析 患者 に お け る 巧緻 動 作 能力 に 関す る研 究.第19回 日本 慢 性 期 医療 学 会,

2011.7.

5.末 廣 昌 平*,道 岡真 貴子*,柳 田信 彦(*鹿 児 島 県 立 姶 良病 院):姶 良病 院 に お け る 作 業療 法 士病 棟 担 当 制導 入 の 一 考 察,第22

回鹿 児 島 県作 業療 法 学会,鹿 児 島 市,2011.3.

6.瀬 戸 山 弘 貴*,前 田美 沙 穂*,本 松 逸 平*,八 反 丸 健 二*,窪 田 正 大(*八 反 丸病 院):脳 血 管 障 害 患者 に お け る 高 次脳 機 能 障 害

機 能 障 害 とADLと の 関 連 性-Japan Stroke Higher Cortical Function (JSS-H)とFunctional Independence Measure (FIM)を 用

い て の比 較 検 討-.第22回 鹿 児 島 県作 業療 法 学会,2011.3.

7.田 中 康 之*,岩 瀬 義 昭,金 谷 さ とみ**(*千 葉 リハ ビ リテ ー シ ョン セ ンタ ー,**日 本 理 学 療 法 士 協 会):行 政 理 学 療 法 士,作

業療 法 士 の 医療 と地域 ケ ア の連 携 に 関す る役 割 機 能 の検 討,第70回 日本 公 衆 衛 生 学会 総会,秋 田 市,2011.10.

8.豊 丸 雅 恵*,持 永博 幸*,大 野 由夏 子*,中 島 由里 子,長 嶺 英 博*(*川 内 市 医 師会 立 市 民病 院):当 院 回復 期 リハ ビ リテ ー シ ョ

ン病 棟 にお け る更 衣 の 定 着 化 に 対す る 取 り組 み,全 国 回 復期 リハ ビ リテ ー シ ョン病 棟 連 絡 協議 会,第17回 研 究 大 会,長 崎 市,

2011.2.

9.中 島 由里 子:加 齢 的 「もの 忘れ 」 と軽 度 認 知 障 害 の 「もの 忘 れ」 に 関す る研 究.第28回 鹿 児 島 高次 脳 機 能 研 究 会,鹿 児 島 市,

2011.4.

10.永 田千 尋*,柳 田信 彦(*鹿 児 島 県 立 姶 良 病 院):精 神 遅 滞 と統合 失 調 症 を呈 し た症 例 に お け る 自己 確 立 の た め の活 動 を通 し

て の 一考 察.第22回 鹿 児 島 県 作業 療 法 学 会,鹿 児 島 市,2011.3.

11.能 登 真 一*,村 井 千賀**,竹 内 さを り***,榎 森 智 絵****,岩 瀬 義 昭(*新 潟 医療 福 祉 大 学,**石 川 県 立 高松 病 院,***甲 南 女

子 大 学,****竹 田綜 合 病 院 通 所 リハ ビ リテ ー シ ョンTRY):通 所 リハ利 用者 に 対 す る包 括 マ ネ ジ メ ン トに基 づ い た作 業 療 法

の効 果 一 高齢 者 に対 す る意 味 の あ る作 業 の 実 践 一,第45回 日本 作 業療 法学 会,大 宮 市,2011.6.

12.能 登真 一*,村 井 千 賀**,竹 内 さを り***,岩 瀬 義 昭(*新 潟 医療 福祉 大 学,**石 川 県 立 高松 病 院,***甲 南 女 子 大 学):作 業

療 法 士 に よ る 生活 行 為 向 上 マ ネ ジ メ ン トの効 果,第70回 日本 公 衆 衛 生 学会 総 会,秋 田市,2011.10.

13.持 永 博 幸*,時 村 洋**,窪 田正 大,浜 田博 文(*川 内市 医師 会 立市 民 病 院,**鹿 児 島 大学 大 学 院 医歯 学 総 合研 究 科脳 神 経 外 科):

小 脳 損 傷 患者 に お け る 注意 機 能 の 特徴 に つ い て.第35回 日本 高 次脳 機 能 障 害学 会,鹿 児 島 市,2011.11.

14.安 本 勝博*,中 村 春 基*,岩 瀬 義 昭,大 丸 幸*(*日 本 作 業 療 法 士 協 会 地 域 保 健 推 進 事 業 研 究員):地 域 保 健 にお け る行 政 作 業

療 法 士 の 現状 と意 義,第45回 日本 作業 療 法 学 会,大 宮 市,2011.6.

15.吉 満 孝 二:注 意 障 害 の あ る脳 血 管 障 害 患者 の聴 覚,視 覚,視 聴 覚 同 時刺 激 に対 す る 定位 反 応 に 関す る研 究.第28回 鹿 児 島 高

次脳 機 能 研 究 会,鹿 児 島 市,2011.4.
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16.吉 満孝二,窪 田正大,岩 瀬義昭,中 島由里子,浜 田博文:脳 血管障害患者の感覚刺激に対する定位反応に関する研究-注 意

障害の観点から-.第35回 日本高次脳機能障害学会,鹿 児島市,2011.11.

D.そ の他

1)著 書 ・論文 ・報告書

1.岩 瀬義昭:平 成22年 度 老人保健健康推進等事業 「包括マネジメン トを活用 したサービスモデルのあり方研究事業」報告書,

厚 労省,東 京,2011.3.全 頁編集.

2.岩 瀬義昭:平 成22年 度老人保健健康推進等事業 「包括マネジメン トを活用 したサービスモデルのあり方研究事業」事例報告

書,厚 労省,東 京,2011.3.全 頁編集.

3.岩 瀬 義昭:"作 業"の 捉え方 と評価 ・支援技術 生活行為の自律に向けたマネジメン ト,医 歯薬出版,東 京,2011.9.全 頁編

集.

4.簗 瀬 誠,田 中綾子*,柳 田信彦,井 上和博(*大 隅病院):家 族の介護負担感と関連する要因.NPO法 人 かれん鹿児島報告

書2011;No.3:1-20.

5.吉 満孝二:セ ミナー高次脳機能の障害の障害状態 と損害賠償時の問題 「高次脳機能障害の理解～非医療系学生のためのレク

チャーノー ト」.臨 床法務研究第2011;11号,174-179.

2)講 演,他

1.井 上和博:子 どもの発達を促すために～感覚の働きについて～,児 童デイサービスなかよし園研修会,鹿 児島市,2011.2.

2.井 上和博:子 どもの遊びについて～作業療法士の視点から～,児 童デイサービス職場研修会,鹿 児島市,2011.5.

3.岩 瀬 義昭:信 頼し,さ れるために用いたいICF,パ ネルディスカッション-ICF国 際生活機能分類とリハビリテーション-

パネラー,第28回 日本医学会総会2011東 京,東 京都,2011 .4.

4.岩 瀬義昭:こ れからの作業療法の進むべき方向-先 人達は何を考えて戦略をたてたのか,そ して私たちは …-,長 崎県

作業療法士会総会講演会,佐 世保市,2011.5.

5.岩 瀬義昭:国 の施策において作業療法士が期待 されること,生 活行為向上マネジメン トを活用 した"作 業"の とらえ方 とそ

の評価 ・支援技術研修会,社 団法人日本作業療法士協会,東 京都,2011.8.

6.岩 瀬義昭:生 活行為向上マネジメン トの効果測定,生 活行為向上マネジメン トを活用 した"作 業"の とらえ方 とその評価 ・

支援技術研修会,社 団法人日本作業療法士協会,東 京都,2011.8.

7.内 田正剛*,吉 満孝二(*熊 本住まいづ くり研究所):車 いすの処方と調整について～明日から使えるシーティング.鹿 児島

県作業療法士会,第2回 教育研修,2011.1.

8.窪 田正大:高 次脳機能障害を知ろう-注 意障害 ・記憶障害 ・遂行機能障害 ・社会的行動障害-.宮 崎県平成22年 度高次脳機

能障害研修会,宮 崎市,2011.1.

9.窪 田正大:高 次脳機能障害について-注 意障害 ・記憶障害 ・遂行機能障害 ・社会的行動障害-.第9回 熊本作業療法学会

特別講演,熊 本市,2011.3.

10.窪 田正大:高 次脳機能障害について-注 意障害 ・記憶障害 ・遂行機能障害 ・社会的行動障害-.平 成23年 度鹿児島県社会福

祉法人特別養護老人ホーム理事長会 講演会.鹿 児島市,2011.5.

11.柳 田信彦:効 果が見える集団活動にするためにちょっと寄り道 してみませんか?鹿 児島県精神科病院協会 レクリエーション

研修会,鹿 児島市,2011.6.

12.簗 瀬 誠:統 合失調症による 「生活のしづらさ」を理解する.平 成23年 度NPO法 人 かれん鹿児島総会,鹿 児島市,2011.5.

13.簗 瀬 誠:作 業所における作業療法のすすめ方.平 成23年 度NPO法 人鹿児島県精神保健福祉連合会作業所部会研修会,鹿

児島市,2011.9.

14.簗 瀬 誠:認 知機能障害からみた作業療法のすすめ方.医 療法人蒼風会作業療法科研修会,南 九州市,2011.9.

15.吉 満孝二:高 次脳機能障害の理解.岡 山大学大学院法務研究科,岡 山市,2011.1.

16.吉 満孝二:事 例検討方法論.鹿 児島県作業療法士会,現 職者共通研修,2011.2.

17.吉 満孝二:事 例検討方法論 鹿児島県作業療法士会,現 職者共通研修,2011.10.
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